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十
四
巻

美

量主
Eヨ

越

石

王

|
|
『
韻
石
粛
筆
談
」
に
見
る
明
末
清
初
の
妻
術
市
場
と
徽
州
商
人
の
活
動
|
|

キ百

と

639 

は

じ

め

に

第
一
章
美
紹
書
と
『
韻
石
粛
筆
談
』
に
つ
い
て

第
二
章
定
窯
鼎
の
来
歴
と
丹
陽
の
文
雅
に
つ
い
て

第
一
節
丹
陽
の
孫
氏
と
美
氏
に
つ
い
て

第
二
節
常
州
の
唐
氏
と
定
窯
鼎
に
つ
い
て

第
三
章
高
暦
年
間
に
お
け
る
佑
士
円
趣
味
と
贋
作
陶
磁
器
の
号
場

第
一
節
周
丹
泉
と
陶
磁
器
の
模
造
に
つ
い
て

第
二
節
「
耳
食
の
徒
」
社
九
如
と
「
旨
(
の
賞
墜
」
唐
献
可

第
四
章
王
越
石
に
つ
い
て

第
一
節
玉
越
石
と
そ
の
一
族

第
二
節
賞
墜
家
た
ち
と
の
交
遊
(
一
)
|
|
一
流
の
士
大
夫
に
よ
る
評
債
|
|

第
三
節
賞
墜
家
た
ち
と
の
交
遊
(
二
)
-
|
|
斜
陽
の
コ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
許
償
|
|

第
五
章
徽
州
商
人
の
活
躍
と
定
窯
鼎
の
行
方
に
つ
い
て十

第
四
競

平
成
十
八
年
一
一
一
月
設
行
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第
一
節
王
越
石
の
骨
董
詐
欺
と
被
害
者
の
季
因
是
に
つ
い
て

第
二
笥
黄
正
賓
に
つ
い
て

第
三
節
-
土
越
石
と
黄
正
賓
の
争
い
と
定
窯
鼎
の
最
期

第
六
章
南
明
政
権
下
で
の
書
童
骨
董
責
買

第
一
節
黄
正
賓
の
骨
董
庖
開
庖
計
霊
と
賀
H
献
・
王
君
政
に
つ
い
て

第
二
節
南
明
政
権
と
模
造
定
窯
鼎
の
末
路

む
す
、
び
に
か
え
て

l土

め

じ

孫
承
津
が
「
甲
申
の
饗
よ
り
名
書
一
は
市
に
満
つ
」
・
「
槍
桑
後
、
世
家
の
所
蔵
書
く
市
買
の
手
に
あ
り
」
(
「
炭
子
鈴
夏
記
』
巻
一
一
一
「
剤
浩
山

水
」
・
「
沈
石
田
煮
雪
国
」
)
と
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
清
朝
初
期
は
、

そ
れ
ま
で
江
南
の
コ
レ
ク
タ
l
の
も
と
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
書
書
一
骨

董
が
大
量
に
放
出
さ
れ
、
妻
術
市
場
の
動
向
に
精
通
し
た
専
門
の
書
書
一
商
人
た
ち
が
中
園
史
上
最
も
盛
ん
に
活
動
し
、
政
古
紙
家
た
ち
の
コ
レ
ク

シ
ヨ
ン
形
成
に
深
く
閲
輿
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
鈷
に
つ
い
て
は
、
古
原
宏
伸
氏
が
つ
と
に
指
摘
さ
れ
、
筆
者
も
前
稿
に
お
い
て
、
徽
州

(
1
)
 

の
書
書
一
骨
董
商
人
、
呉
其
貞
の
動
向
に
即
し
て
論
じ
た
。
明
清
鼎
草
の
混
乱
期
に
あ
っ
て
、
商
人
た
ち
が
か
か
る
事
態
に
速
や
か
に
封
慮
で
き

(
2
)
 

た
背
景
に
は
、
明
代
末
期
に
お
け
る
書
書
一
骨
董
の
商
業
化
の
進
展
、
な
ら
び
に
そ
れ
に
件
、
つ
雲
術
市
場
の
成
熟
が
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
を
検
討

す
る
に
あ
た
っ
て
、
今
回
筆
者
は
、
美
紹
書
『
韻
石
粛
筆
談
』
巻
上
に
収
め
ら
れ
た
「
定
窯
鼎
記
」
を
骨
子
と
し
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

『
韻
石
粛
筆
談
』
上
下
巻
の
ほ
か
、
明

明
末
清
初
の
賞
塁
家
と
し
て
名
高
い
萎
紹
書
は
、
{
子
は
曇
如
、
競
は
二
圏
、
丹
陽
の
人
。
著
書
に
は

代
の
童
家
の
惇
記
集
『
無
聾
詩
史
』
四
巻
、
「
性
と
し
て
石
を
好
」
み
(
『
韻
石
爾
筆
談
』
谷
上
「
霊
巌
子
石
記
」
)
斎
競
を
「
韻
石
」
と
名
付
け
た

彼
が
、
珍
奇
な
石
に
つ
い
て
ま
と
め
た
笥
記
『
噴
据
賦
』
一
一
一
巻
な
ど
が
あ
り
、
明
末
清
初
の
主
日
書
一
骨
董
ブ
l
ム
に
か
か
わ
る
貴
重
な
謹
言
を
、

白
ら
の
見
聞
を
多
く
織
り
込
み
つ
つ
書
き
残
し
た
。
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北
宋
の
時
代
、
と
り
わ
け
一
一
一
世
紀
前
竿
の
政
和
・
官
一
和
年
聞
に
焼
か
れ
た
定
窯
の
白
磁
は
、
す
で
に
明
初
の
段
階
か
ら
丈
人
た
ち
の
聞
で

(
3
)
 

高
い
評
債
を
受
け
、
明
後
竿
期
以
後
は
、
そ
の
希
少
性
も
相
侯
っ
て
コ
レ
ク
タ

l
ズ
ア
イ
テ
ム
と
な
り
、
官
室
…
・
寄
窯
の
粉
青
磁
器
と
と
も
に

向
磁
器
の
最
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。
中
で
も
好
ま
れ
た
の
が
、
古
代
の
青
銅
器
の
形
態
に
倣
っ
て
作
ら
れ
た
(
的
古
)
、
比
較
的
小
振
り
の

(
4
)
 

香
櫨
・
香
合
で
、
丈
人
の
書
斎
に
必
備
の
品
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
。
「
定
窯
鼎
記
」
は
、
惇
世
の
定
窯
白
磁
の
鼎
と
、
そ
の
贋
作
を
め
ぐ

る
騒
動
の
顛
末
、
お
よ
び
そ
れ
に
関
わ
っ
た
人
々
の
辿
っ
た
運
命
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
、
そ
こ
に
は
、
明
末
清
初
に
お
け
る
書
書
一
骨
董
の

「
商
業
化
」
の
進
展
に
件
、
つ
諸
問
題
、
す
な
わ
ち
責
れ
筋
商
品
の
員
贋
を
め
ぐ
る
問
題
や
、
商
人
に
よ
る
流
通
・
責
買
の
諸
相
な
ど
が
、
様
々

な
形
で
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
と
な
る
。

筆
者
が
前
稿
第
三
章
で
述
べ
た
と
お
り
、
天
啓
年
聞
か
ら
崇
積
年
聞
に
か
け
て
、
徽
州
商
人
に
よ
る
書
書
一
骨
董
取
引
は
、
同
姓
の
一
族
同
士

の
結
び
つ
き
を
基
礎
と
し
て
、
あ
る
い
は
取
引
を
委
託
さ
れ
た
使
用
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
江
南
一
帯
を
股
に
か
け
て
組
織
的
・
麿
域
的
に
行
わ

れ
た
。
そ
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
存
在
が
、
本
論
考
に
お
け
る
も
う
一
人
の
中
心
人
物
、
王
越
石
で
あ
る
。
彼
は
、
同
業
の
後
輩
の
呉
其
貞
に

先
ん
じ
て
江
南
の
各
地
を
渡
り
歩
き
、
書
書
一
骨
董
の
責
買
に
勤
し
ん
だ
。
徽
州
商
人
と
い
え
ば
、
同
時
代
の
小
説
や
戯
曲
に
は
、
金
満
家
に
し

て
好
色
漢
と
い
う
俗
臭
紛
々
た
る
敵
役
と
相
場
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、
王
越
石
も
こ
れ
を
地
で
い
く
活
躍
を
見
せ
た
。
し
か
も
彼
は
、
か
か
る

(
一

3
)

小
説
中
の
間
抜
け
な
手
合
い
と
は
ひ
と
味
異
な
り
、
生
き
馬
の
目
を
抜
く
珠
腕
の
商
責
人
で
あ
っ
た
。

『
書
書
一
記
』
を
書
き
残
し
た
呉
其
貞
と
は
封
照
的
に
、
王
越
石
は
自
ら
著
作
を
書
き
残
す
こ
と
は
一
切
し
て
お
ら
ず
、
彼
の
手
を
経
た
惇
世

(
6
)
 

の
書
書
一
作
品
に
も
題
蹴
な
ど
を
記
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
王
越
石
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
身
内
と
も
い
う
べ
き
同
郷
の
呉
其
貞
の
記

速
を
除
き
、
あ
と
は
全
て
、
顧
客
と
し
て
彼
と
閥
わ
り
を
持
っ
た
江
南
各
地
の
コ
レ
ク
タ
l
が
、
題
蹴
や
随
筆
な
ど
の
形
で
書
き
残
し
た
記
録

が
主
と
な
る
。
よ
っ
て
、
筆
者
が
前
稿
で
、
商
人
の
側
か
ら
の
頑
賠
に
立
っ
て
論
じ
た
の
に
封
し
、
今
回
描
く
の
は
、
顧
客
の
日
に
映
っ
た
商

人
像
と
な
ろ
う
。
以
下
、
妻
紹
書
と
王
越
石
と
い
う
、
同
世
代
の
封
照
的
な
二
人
の
人
物
を
軸
と
し
て
述
べ
る
。
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信
用
一
主
早

萎
紹
書
と
「
韻
石
薪
筆
談
』
に
つ
い
て

主
主
紹
書
に
闘
す
る
ま
と
ま
っ
た
停
記
資
料
や
専
論
は
、
管
見
の
限
り
で
は
見
あ
た
ら
な
い
た
め
、
以
下
、
断
片
的
な
記
述
を
も
と
に
、
彼
の

生
涯
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

菱
紹
書
が
械
桝
の
頃
、
紫
柏
達
観
が
高
暦
一

O
年
(
一
五
八
二
)
に
丹
陽
の
舎
海
庵
に
滞
在
し
、
手
づ
か
ら
備
会
口
利
を
授
け
た
と
い
う
。
順

治
六
年
(
一
六
四
九
)
九
月
朔
日
の
年
記
を
持
つ

『
噴
堀
賦
」
自
殺
を
下
限
と
す
る
と
、
生
年
は
一
五
八

O
年
頃
、
況
年
は
一
六
五

O
年
前
後

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
寓
暦
・
天
啓
年
聞
の
事
跡
に
つ
い
て
は
不
詳
な
が
ら
、
「
董
丈
敏
(
其
昌
)
・
陳
仲
醇
(
制
服
儒
)
輩
と
唱
和
し
、
方
外

(
9
)
 

忘
形
の
交
を
矯
す
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
首
時
を
代
表
す
る
賞
壁
家
と
の
交
友
を
惇
え
ら
れ
て
い
る
。

浩
一
女
紹
書
が
自
ら
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
官
僚
と
し
て
の
彼
の
キ
ャ
リ
ア
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
崇
積
五
年
(
一
六
一
三
一
)
春
仲
の
こ
と
、

(
叩
)

曾
祖
父
の
妻
賓
(
後
述
)
の
恩
蔭
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
召
し
出
し
に
磨
じ
た
彼
は
、
南
京
を
経
由
し
て
北
京
に
上
京
、
翌
年
ま
で
滞
在
し

(
日
)

て
い
た
が
、
暇
を
も
て
あ
ま
し
て
は
董
其
昌
の
も
と
を
訪
れ
た
と
い
う
。
以
後
は
南
京
よ
り
起
官
し
、
山
田
市
柏
九
年
(
二
ハ
三
六
)
に
は
南
京
の

軍
務
に
参
書
一
す
る
も
、
知
友
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
は
詩
文
を
麿
酬
し
、
傍
ら
名
勝
と
書
重
骨
董
を
尋
ね
歩
く
日
々
が
績
い
た
模
様
。
崇
顧
一

五
年
(
一
六
回
二
)
に
は
南
京
工
部
郎
中
を
拝
命
、
玉
器
や
銅
器
な
ど
の
買
物
を
牧
め
た
官
庫
の
出
納
を
司
る
こ
と
と
な
る
。
お
そ
ら
く
彼
の

(ロ)

鑑
識
眼
が
買
わ
れ
て
の
任
命
で
あ
ろ
う
。

甲
申
後
、
弘
光
政
権
が
成
立
す
る
と
(
一
六
四
四
年
瓦
月
三
菱
紹
書
は
そ
の
ま
ま
南
京
に
留
ま
っ
て
出
仕
し
、
工
部
向
書
の
何
層
瑞
の
も
と
、

(
日
)

引
き
績
き
工
部
郎
中
の
職
に
就
い
た
。
翌
年
五
月
に
弘
光
政
権
が
瓦
解
す
る
と
、
菱
紹
書
は
「
奮
遊
を
覗
て
畏
途
と
矯
し
」
て
故
郷
に
隠
棲
し
、

「
明
の
遣
民
」
と
し
て
の
生
き
方
を
選
ん
だ
と
い
う
。
順
治
三
年
二
六
四
六
)
秋
以
降
は
、
地
元
丹
陽
に
て
友
人
と
交
際
し
た
り
、
南
京
・

丹
徒
を
訪
れ
た
り
す
る
日
々
が
績
い
た
。
そ
し
て
、
順
治
六
年
(
一
六
四
九
)
秋
日
の
記
事
を
最
後
に
、
彼
自
身
の
手
に
な
る
記
述
が
終
わ
る

(
N
H
)
 

こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
。
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『
韻
石
薪
筆
談
』
に
は
、
順
治
六
年
(
一
六
四
九
)
の
年
記
を
持
つ
蒋
清
(
後
述
)
の
序
文
が
附
せ
ら
れ
、
『
無
聾
詩
史
』
や

『
理
据
譜
』
と

ほ
ほ
時
を
同
じ
く
し
て
成
立
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
現
在
通
行
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
「
四
庫
全
主
百
」
子
部
一

O
雑
家
類
四
雑
品
之
属
に

所
牧
の
も
の
、
乾
隆
二
一
年
(
一
七
四
七
)
圧
遁
諌
の
重
刊
序
刊
本
に
基
づ
い
た

『
知
不
足
粛
叢
書
」
お
よ
び

『
瞬
園
叢
書
』
所
牧
の
も
の
、

さ
ら
に
江
戸
松
本
氏
鹿
勝
丈
庫
刊
本
(
『
和
刻
本
書
室
園
芸
未
成
』
第
九
輯
所
収
)
な
ど
が
あ
る
。
本
論
文
中
で
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て

『
四
庫
全

主
目
』
本
に
基
づ
く
。
ま
た
、
丸
括
弧
内
の
文
字
は
、
筆
者
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

信
用
二
土
早

定
窯
鼎
の
来
歴
と
丹
陽
の
文
雅
に
つ
い
て

第
一
節

丹
陽
の
孫
氏
と
菱
氏
に
つ
い
て

「
定
窯
鼎
記
」
の
話
は
、
ま
ず
こ
の
鼎
の
来
歴
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
定
窯
白
磁
の
中
で
も
屈
指
の
名
品
と
さ
れ
る
こ

の
鼎
は
、
成
化
・
弘
治
年
聞
に
、
丹
陽
の
孫
方
が
所
戒
し
て
い
た
。
後
の
崇
顧
年
聞
に
、
こ
の
定
窯
鼎
を
責
見
し
た
人
々
の
誼
言
に
よ
れ
ば
、

高
さ
は
五
す
・
口
径
は
四
寸
と
小
振
り
で
、
丸
み
を
帯
び
た
器
瞳
に
直
立
す
る
雨
耳
と
一
一
一
本
の
足
と
を
有
す
る
形
態
、
器
全
瞳
に
細
か
く
施
さ

れ
た
一
変
龍
紋
や
襲
警
紋
な
ど
、
古
銅
器
特
有
の
モ
チ
ー
フ
が
あ
し
ら
わ
れ
て
お
り
、
ま
さ
し
く
「
佑
古
」
作
品
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
盟
の
底

に
「
曲
水
」
(
孫
方
の
薪
競
)
の
印
章
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
た
ほ
か
、
白
玉
製
の
蓋
が
附
さ
れ
、
木
製
の
蓋
座
に
は
、
李
東
陽
に
よ
る
せ
家
主
目
の
銘

(
日
)

丈
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

一
)
の
進
士
で
楊
慎
ら
と
同
年
、
行
人
を
授
け
ら
れ
御
史
に
陸
り
死
去
、
「
管
子

孫
方
(
字
は
思
行
、
宜
粛
と
も
援
す
)
は
正
徳
六
年
ご
五
一

(
民
)

童
目
』
を
刻
し
た
。
由
水
山
房
と
は
彼
の
書
粛
を
指
す
。
弟
の
孫
育
(
字
は
忠
和
)
は
太
閤
子
生
の
頃
か
ら
王
肇
・
楊
一
清
・
斬
貴
ら
の
門
下
に
遊

び
、
七
峯
山
房
を
構
え
、
詩
文
・
翰
墨
の
才
は
唐
寅
・
説
允
明
ら
と
並
び
栴
さ
れ
た
と
い
う
二
重
修
丹
陽
師
紳
士
丘
中
空
一
O

「
文
苑
」
明
)
。
丹
徒

643 

の
名
士
、
楊
一
清
と
は
縁
績
き
(
姻
家
)
で
あ
り
、
孫
育
は
彼
の
後
押
し
を
受
け
、
北
京
で
丈
華
殿
に
入
り
書
寓
の
仕
事
を
す
る
傍
ら
、
内
閣

十
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(
灯
)

中
書
緋
事
の
京
職
を
授
け
ら
れ
た
。
明
代
中
期
の
朝
廷
に
あ
っ
て
重
き
を
な
し
た
李
東
陽
と
、
孫
氏
兄
弟
と
は
、

お
そ
ら
く
正
徳
年
間
頃
に
北

京
の
宮
中
で
面
識
を
持
ち
、
築
銘
も
雨
者
の
依
頼
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

賞
壁
家
と
し
て
の
孫
育
に
つ
い
て
は
、
萎
紹
書
に
よ
っ
て
多
く
が
惇
え
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
い
わ
ゆ
る
「
呉
中
四
才
」
と
の
交
友
に
つ

い
て
は
、
正
徳
五
年
(
一
瓦
一

O
)
に
は
、
覗
允
明
が
孫
氏
の
所
居
に
ち
な
み
「
南
山
小
隠
記
」
を
執
筆
(
『
韻
石
粛
筆
談
』
巻
上
「
南
山
小
隠
」
)
、

同
一
五
年
(
一
五
二
O
)
に
は
、
唐
寅
が
南
山
に
お
け
る
諸
君
子
の
雅
集
の
様
を
給
書
一
に
描
く
な
ど
(
『
韻
石
粛
筆
談
』
巻
上
「
石
壁
題
名
」
)
、
蘇

州
の
著
名
な
丈
人
た
ち
と
丹
陽
孫
氏
と
が
、
文
化
面
で
封
等
の
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
法
帖
に
つ
い
て
は
、
正
徳
年
聞
に
親
友
の
{
臣
官
の
請
敬
を
通
じ
て
、
宮
中
よ
り
宋
刻
《
淳
化
閤
帖
》
の
碑
板
を
入
手
、
丈
徴
明
・
祝
允

明
ら
蘇
州
の
著
名
人
の
鑑
定
と
お
墨
付
き
を
経
て
、
宋
揚
の
閤
帖
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
た
《
河
荘
淳
化
帖
》
を
作
っ
た
。
孫
育
は
さ
ら
に
、
宋

刻
の
碑
板
を
保
護
す
る
た
め
、
原
揚
を
も
と
に
覆
刻
し
て
人
々
の
求
め
に
鷹
じ
、
原
揚
を
《
上
競
》
・
覆
刻
版
を
《
次
披
》
と
名
付
け
た
。
こ

の
雨
者
の
帖
板
は
、
後
に
失
火
に
よ
り
消
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
菱
紹
室
田
に
よ
れ
ば
「
上
海
の
顧
氏
本
の
望
む
可
き
所
に
非
ざ
る
」
最
高
の
品

質
を
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
(
『
韻
石
市
岡
筆
談
』
虫
色
下
「
河
荘
淳
化
帖
」
)

0

さ
ら
に
、
古
印
章
の
蒐
集
に
闘
し
で
も
、
上
海
の
顧
氏
の
蒐
集

(
日
目
)

し
た
三

0
0
0酷
あ
ま
り
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
孫
育
の
子
、
孫
禎
(
字
は
志
周
・
仲
靖
、
競
は
石
雲
居
士
)
か
ら
渡
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
て

い
る
と
述
べ
ら
れ
、
河
荘
の
孫
氏
こ
そ
が
そ
の
先
臓
を
な
し
た
の
だ
、
と
い
う
貼
が
強
調
さ
れ
て
い
る
(
『
韻
石
蔚
筆
談
』
を
上
「
秦
漠
印
」
)

0

上

海
の
顧
氏
に
針
す
る
針
抗
意
識
が
う
か
が
わ
れ
、
興
味
深
い
。

こ
の
孫
氏
と
菱
氏
と
は
、
菱
紹
書
の
祖
父
の
代
か
ら
縁
積
き
と
な
っ
て
い
た
。
主
主
賓
は
、
字
は
廷
善
、
競
は
鳳
阿
、
嘉
靖
三
二
年
(
一
五
五

二
一
)
の
進
士
で
、
五

O
年
以
上
も
の
官
歴
を
重
ね
た
名
士
で
あ
っ
た
。
萎
賓
の
長
男
の
士
麟
は
、
同
郷
の
名
族
に
し
て
賞
壁
家
一
族
で
あ
っ
た

「
石
雲
居
士
孫
治
墓
誌
銘
」
)
、
丈
献
中
に
名
前
は
明
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
彼
ら
の
間

河
荘
の
孫
禎
の
女
を
要
り
(
美
賓
『
美
鳳
阿
文
集
』
巻
一
一
一

に
生
ま
れ
た
の
が
萎
紹
書
の
父
に
あ
た
る
志
魯
で
あ
る
。
萎
志
魯
(
字
は
景
尼
)
は
、
高
暦
二
八
年
(
一
六
O
O
)
の
奉
人
で
工
部
屯
田
司
主
事

に
至
っ
た
人
物
。
彼
は
「
多
く
書
書
一
葬
鼎
を
蓄
え
」
、
所
載
の
《
賓
青
森
岡
山
浮
化
帖
》
員
本
は
「
神
品
」
と
稽
せ
ら
れ
、
松
江
を
訪
問
し
た
際
に

十
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は
董
其
昌
が
大
念
、
ぎ
で
出
迎
え
た
と
い
う
(
「
乾
隆
丹
陽
豚
志
』
巻
一
九
「
披
遺
」
)
0

萎
紹
書
の
主
日
書
一
骨
董
に
封
す
る
興
味
と
鑑
賞
眼
は
、
お
そ
ら

く
か
か
る
家
庭
環
境
の
も
と
に
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
。

第
二
節

常
州
の
唐
氏
と
定
窯
鼎
に
つ
い
て

(
初
)

河
荘
の
孫
氏
が
孫
禎
の
世
代
に
移
っ
た
頃
、
丹
陽
は
い
わ
ゆ
る
「
嘉
靖
の
大
倭
冠
」
に
よ
っ
て
大
打
撃
を
被
っ
た
。
孫
禎
は
「
名
書
一
・
法
書

は
、
嘗
て
厚
く
酬
い
て
麿
く
購
い
、
以
て
好
む
所
を
緊
め
、
久
し
く
し
て
牙
載
は
寓
軸
、
富
と
稽
す
ベ
し
失
」
と
い
う
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
時
倭
冠
の
襲
撃
を
受
け
、
美
賓
と
共
に
隣
の
金
壇
に
避
難
し
た
際
、
家
戴
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
多
く
が
下
僕
の
手
に
よ
っ
て
持
ち
出

さ
れ
、
責
り
携
わ
れ
て
し
ま
っ
た
(
「
石
雲
居
士
孫
君
芸
誌
銘
」
)
O

こ
れ
を
境
に
孫
棋
の
家
は
浸
落
、
定
窯
鼎
を
も
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

さ
き
の
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
人
手
に
渡
っ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
ろ
う
。

最
初
に
定
窯
鼎
を
入
手
し
た
丹
徒
の
斬
向
賓
伯
齢
な
る
人
物
は
、
お
そ
ら
く
新
弘
を
指
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
彼
は
、
孫
育
が
そ
の
門
下

(
引
)

に
遊
ん
だ
斬
貴
の
孫
に
首
た
り
、
祖
父
の
恩
蔭
に
よ
り
向
賓
司
司
丞
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
所
有
者
も
、
丹
陽
に
隣
接
す
る
常
州

の
唐
鶴
徴
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
の
定
窯
鼎
を
自
分
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
最
上
位
に
置
き
、
「
是
れ
白
り
海
内
の
窯
器
を
評
す
る
者
は
、
必
ら
ず

首
め
に
唐
氏
の
白
定
鼎
を
推
す
」
こ
と
と
な
っ
た
。

唐
鶴
徴
(
字
は
元
卿
、
競
は
凝
庵
)
は
隆
慶
五
年
(
一
五
七
二
の
進
士
で
、
官
は
太
常
卿
に
至
り
、
傍
ら
博
撃
を
も
っ
て
知
ら
れ
た
人
物
。

彼
の
父
の
唐
順
之
も
、
博
問
晶
子
多
才
な
丈
撃
者
に
し
て
倭
冠
針
策
に
も
奔
走
し
た
行
動
汲
の
士
人
と
し
て
著
名
。
こ
の
唐
順
之
の
門
下
に
は
、

は
り
孫
育
・
孫
禎
父
子
と
萎
渠
(
字
は
廷
和
、
美
賓
の
次
兄
)
・
萎
賓
兄
弟
が
弟
子
入
り
し
て
お
り
、
中
で
も
萎
賓
は
唐
順
之
か
ら
も
そ
の
賓
力

を
認
め
ら
れ
、
経
墜
に
閲
す
る
著
作
を
も
の
し
た
ほ
か
、
歴
代
の
名
丈
家
の
選
集
で
あ
る

『
丈
編
』
六
四
巻
を
、
唐
順
之
と
の
共
同
名
義
で
編

集
し
で
も
い
る
(
焦
紘
『
園
朝
献
徴
録
」
巻
三
六
「
美
尚
書
資
小
惇
」
)

0

645 

以
上
ま
と
め
る
と
、
河
荘
孫
氏
奮
裁
の
定
窯
鼎
は
、
孫
氏
・
萎
氏
に
ゆ
か
り
の
深
い
、

い
わ
ば
「
内
輪
同
士
」
の
聞
を
巡
っ
て
や
り
と
り
さ

十
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れ
、
か
か
る
高
尚
な
「
清
玩
の
具
」
を
持
つ
に
ふ
さ
わ
し
い
所
有
者
の
も
と
に
落
ち
着
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
こ
の

定
窯
鼎
は
、
蘇
州
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
丹
陽
の
丈
化
的
惇
統
を
、
象
徴
的
に
誼
し
立
て
る
品
と
な
っ
た
。
こ
の
定
窯
鼎
に
つ
い
て
語
る
こ
と

は
、
孫
氏
お
よ
び
そ
れ
に
連
な
る
萎
氏
こ
そ
が
、
丹
陽
に
お
い
て
風
雅
を
主
盟
し
て
き
た
こ
と
を
江
湖
の
誼
者
に
示
す
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
そ

の
惇
統
は
、
と
り
わ
け
新
興
の
上
海
顧
氏
な
ど
に
比
べ
て
も
由
緒
正
し
く
、
ま
し
て
や
後
段
に
登
場
す
る
商
人
風
情
な
ど
は
「
耳
食
の
徒
」
に

(ロ)

過
ぎ
な
い
、
と
の
主
張
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

そ
し
て
も
う
一
賄
重
要
な
こ
と
は
、
菱
紹
童
日
が
、
孫
氏
が
浸
落
し
た
嘉
靖
末
年
を
、
気
心
の
知
れ
た
丈
人
同
士
に
よ
る
私
的
な
楽
し
み
と
し

て
、
本
来
的
な
意
味
で
「
丈
房
清
玩
」
を
享
受
す
る
こ
と
の
出
来
た
、
古
き
佳
き
時
代
の
終
需
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
沈
懐
符
ら
明
末
の
諸
家
の
認
識
と
も
一
致
す
る
(
沈
徳
符
『
寓
暦
野
獲
編
』
巻
二
六
「
玩
具
」
好
事
家
ほ
か
)
o

そ
し
て
次
か
ら
は
、
従
来
的
な
丈

房
清
玩
の
あ
り
方
を
饗
質
さ
せ
た
「
元
凶
」
で
あ
る
山
人
お
よ
び
商
人
が
、

い
よ
い
よ
こ
の
走
窯
鼎
に
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
と
な
る
。

第
三
章

高
暦
年
聞
に
お
け
る
佑
古
趣
味
と
贋
作
陶
磁
器
の
登
場

第
一
節

周
丹
泉
と
陶
磁
器
の
模
造
に
つ
い
て

績
い
て
話
は
高
暦
前
宇
に
移
り
、
陶
磁
器
の
贋
作
を
生
業
と
す
る
呉
門
(
蘇
州
)
の
周
丹
泉
な
る
人
物
が
登
場
す
る
。
彼
は
唐
家
を
訪
れ
、

手
で
定
窯
鼎
の
採
す
を
し
て
紙
に
丈
様
を
寓
し
取
る
と
、
精
巧
な
レ
プ
リ
カ
を
学
年
の
う
ち
に
景
徳
鎮
で
作
り
上
げ
る
、
と
い
う
摩
詞
不
思
議

な
技
能
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
模
造
品
を
示
さ
れ
驚
い
た
唐
鶴
徴
は
、
所
識
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
取
り
出
し
て
何
度
も
見
比
べ
た
が
、
瓜
二
つ
の

出
来
映
え
で
あ
る
。
し
き
り
と
不
思
議
が
る
唐
鶴
徴
か
ら
そ
の
由
来
を
問
わ
れ
、
周
丹
泉
は
つ
い
に
種
明
か
し
を
し
、
結
局
こ
の
模
造
品
は
、

「
太
常
歎
服
し
て
告
う
に
四
十
金
を
以
て
し
、
蓄
え
て
副
本
と
篇
し
並
べ
て
家
に
戒
す
」
と
、
唐
鶴
徴
の
所
有
に
臨
し
た
。

(
お
)

周
丹
泉
に
つ
い
て
は
、
味
岡
義
人
氏
と
察
政
芽
氏
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
以
下
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
印
し
て

十
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述
す
る
。

周
丹
泉
は
、
誇
は
時
臣
、
嘉
靖
年
聞
の
蘇
州
に
生
ま
れ
、
若
い
頃
は
無
頼
の
生
活
を
迭
っ
て
い
た
が
、

や
が
て
丈
徴
明
の
長
男
、
丈
彰
の
門

人
と
な
り
、
丈
彰
の
子
の
丈
元
護
、
さ
ら
に
は
王
梶
登
・
李
維
禎
ら
鋒
々
た
る
丈
人
た
ち
の
仲
間
入
り
を
し
た
。
萎
紹
書
は

『
無
聾
詩
史
」
を

七
に
お
い
て
、
周
丹
泉
が
詩
文
・
書
童
を
よ
く
す
る
一
方
、
古
陶
磁
・
古
銅
器
の
倣
製
や
木
竹
細
工
な
ど
の
工
雲
か
ら
造
園
に
至
る
ま
で
、
丈

人
趣
味
に
必
須
と
さ
れ
る
様
々
な
部
門
に
そ
の
特
異
な
才
能
を
護
揮
す
る
な
ど
、
高
能
型
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
惇
え
る
。
や
が
て
彼
は
崇

相
年
聞
に
隠
棲
し
、
生
涯
官
途
に
就
く
こ
と
な
く
浸
し
た
。
か
か
る
周
丹
泉
の
あ
り
ょ
う
は
、
ま
さ
し
く
典
型
的
な
明
末
の
「
山
人
」
と
し
て

(
剖
)

の
生
き
方
そ
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

高
暦
年
聞
に
は
、
周
丹
泉
以
外
に
も
古
陶
磁
模
造
の
名
手
が
幾
人
も
存
在
し
た
。
李
日
華
は
、
高
暦
二
六
年
(
一
五
九
八
)
の
春
に
、
宮
中

御
用
の
陶
磁
器
を
選
別
す
る
た
め
に
景
徳
鎮
に
祇
遣
さ
れ
、
そ
こ
で
浮
梁
の
目
天
十
九
に
出
合
う
。
彼
は
自
ら
壷
隠
居
士
と
競
し
「
陶
事
に
精
に

し
て
、
作
る
所
の
、
水
(
梁
)
窯
・
宣
(
徳
)
窯
・
成
(
化
)
窯
は
皆
な
異
に
逼
る
。
人
と
な
り
は
亦
た
文
雅
に
し
て
吟
を
好
み
給
量
を
喜
ぶ
」
と
い
う

(
お
)

風
流
人
で
あ
っ
た
。
李
日
華
は
自
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
「
流
霞
蓋
」
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
彼
に
作
ら
せ
た
と
い
う
。

か
く
し
て
寓
暦
年
聞
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
工
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
古
陶
磁
の
倣
製
品
が
誕
生
し
た
が
、
か
か
る
精
巧
な
レ
プ
リ
カ
製
作
技

術
が
、
贋
作
商
買
に
容
易
に
醇
化
し
て
い
く
危
険
性
に
つ
い
て
は
、
想
像
に
難
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
賓
際
に
、
唐
家
惇
世
の
本
物

の
定
窯
鼎
と
、
所
有
者
で
す
ら
見
分
け
が
つ
か
な
い
ほ
ど
精
巧
な
副
本
、
こ
の
雨
者
が
出
揃
う
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
が
後
に
問
題
を
引
き
起
こ

(
お
)

す
こ
と
と
な
る
。

第
二
節

「
耳
食
の
徒
」
社
九
如
と
「
員
の
賞
壁
」
唐
献
可

高
暦
末
年
の
こ
と
、
准
安
の
杜
九
如
な
る
富
裕
な
商
人
が
い
た
。
彼
は
金
に
簡
か
せ
て
は
奇
玩
を
買
い
求
め
、
段
代
の
青
銅
器
や
漢
代
の
印

647 

章
二

O
O賄
以
上
を
蒐
集
し
て
い
た
人
物
で
あ
り
(
『
韻
石
薪
筆
談
』
巻
上
「
秦
漠
印
」
)
、
こ
の
頃
に
は
唐
氏
の
所
有
す
る
こ
の
定
窯
鼎
を
欲
す
る
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あ
ま
り
、
夢
枕
に
ま
で
そ
の
姿
が
現
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

一
方
の
唐
家
は
、
こ
の
頃
す
で
に
唐
鶴
徴
の
孫
で
あ
る
唐
献
可
(
字
は
君
食
)
の

時
代
と
な
っ
て
い
た
。
客
好
き
で
侠
気
に
富
ん
だ
彼
は
、
衣
装
と
音
楽
の
た
め
な
ら
金
に
糸
日
を
附
け
ぬ
這
染
者
で
あ
る
一
方
、
「
除
粟
(
翰

墨
)
・
丹
青
に
於
い
て
は
則
ち
鯛
い
て
之
を
矯
し
、
書
は
米
瞳
を
宗
と
し
、
書
一
は
宋
元
の
絵
韻
有
り
」
と
、

さ
す
が
に
名
家
の
出
身
に
恥
じ
な

い
塞
術
性
の
持
ち
主
で
も
あ
っ
た
(
『
無
整
詩
史
』
巻
四
「
唐
献
可
」
)
0

唐
献
可
の
も
と
に
千
金
を
携
え
て
押
し
か
け
た
杜
九
如
は
、

一
目
で
い
い
か
ら
融
戒
の
定
窯
鼎
を
見
せ
て
欲
し
い
と
懇
願
し
た
と
こ
ろ
、
人

の
悪
い
唐
献
可
は
わ
ざ
と
周
丹
泉
が
作
っ
た
模
造
品
を
出
し
て
示
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
感
動
し
た
社
九
如
は
と
う
と
う
持
参
し
た
金
を
押
し
つ

け
て
、
贋
の
定
窯
鼎
を
持
ち
蹄
っ
て
し
ま
う
。
唐
献
可
も
、
さ
す
が
に
こ
れ
ほ
ど
の
大
金
を
踊
し
取
る
つ
も
り
な
ど
な
く
、
門
下
の
士
を
遣
っ

て
杜
九
如
に
事
賓
を
告
げ
た
。
惜
し
く
な
っ
て
取
り
返
し
に
き
た
も
の
と
思
い
こ
み
、
い
よ
い
よ
手
放
す
ま
い
と
す
る
杜
九
如
に
封
し
、
唐
献

可
が
本
物
を
出
し
て
見
せ
て
や
っ
た
と
こ
ろ
、
彼
は
よ
う
や
く
に
し
て
納
得
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
つ
い
に
は
念
願
か
な
っ
て
、
定
窯
鼎
は
正

(
訂
)

本
・
副
本
と
も
に
社
九
如
の
手
に
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
。

萎
紹
童
百
は
、
こ
の
い
き
さ
つ
を
「
札
専
の
丈
皇
に
遁
い
た
る
が
若
く
、
各
お
の
龍
虎
の
表
を
具
す
る
と
難
も
、
而
れ
ど
も
神
彩
喚
設
な
る
こ

と
自
ず
か
ら
常
と
異
な
る
也
。
此
れ
由
り
知
る
、
九
如
は
葉
公
の
好
に
過
、
ぎ
ず
し
て
原
よ
り
異
賞
に
非
ず
、
君
食
は
襟
度
人
に
過
ぐ
る
こ
と
遠

き
を
失
」
と
評
す
る
。
要
す
る
に
、
商
盲
人
上
が
り
の
社
九
如
の
骨
董
趣
味
は
う
わ
べ
だ
け
の
も
の
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
彼
の
見
る
目
が
ま
る
で

な
い
か
ら
こ
そ
、
名
家
の
出
身
で
震
の
賞
壁
家
で
も
あ
っ
た
唐
献
可
の
度
量
の
大
き
さ
が
封
比
的
に
浮
か
び
上
が
り
、
そ
の
賠
が
こ
の
話
の
ミ

(
岱
)

ソ
で
あ
る
。

以
上
、
こ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
罪
の
な
い
笑
い
話
で
済
む
の
だ
が
、

い
さ
さ
か
間
抜
け
な
杜
九
如
と
は
封
照
的
な
悪
珠
な
商
責
人
と
し
て
、

よ
い
よ
王
越
石
が
、
こ
の
話
を
枕
と
し
て
登
場
す
る
。

十

「

10 

し、

「



L 」

去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
国
中
日
宍
)
出
・

3
1
J待

ー「

第ー四土百十

王
越
石
に
つ
い
て

第
一
節

王
越
石
と
そ
の
一
族

こ
こ
で
、
王
越
石
と
そ
の
一
族
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。
王
越
石
は
、
詳
を
廷
培
と
い
い
、
休
寧
牒
の
東
南
一
五
里
に
位
置
す
る
居
安

の
出
身
(
曹
嗣
軒
等
『
新
安
休
寧
名
族
志
』
を

「
居
安
王
氏
」
)
。
呉
其
貞
に
よ
れ
ば
、
こ
う
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。

越
石
は
居
安
の
人
に
し
て
、
黄
黄
石
と
姑
表
の
兄
弟
漏
り
て
、
願
若
の
親
叔
に
係
る
な
り
。

一
門
数
代
は
品
目
な
骨
董
を
貨
り
、
日
力
は
人

に
過
ぐ
。
惟
だ
越
石
の
名
は
天
下
に
著
れ
、
士
庶
服
暦
せ
ざ
る
莫
し
。
客
推
す
る
こ
と
二
十
年
に
し
て
始
め
て
蹄
り
、
特
に
諸
玩
物
を
携

え
て
余
を
恰
春
堂
に
訪
ね
、
盤
桓
す
る
こ
と
三
日
に
し
て
而
し
て
返
る
。
時
に
壬
午
(
崇
頼
一
五
年
・
一
六
四
二
)
五
月
既
望
の
日
(
『
書
書
一

記
』
虫
色
二
「
王
叔
明
破
窟
風
雨
聞
紙
書
一
一
巻
」
)

0

黄
黄
石
は
、
議
は
正
賓
、
字
は
賓
玉
、
黄
石
は
そ
の
競
。
彼
は
同
郷
の
王
越
石
と
従
兄
弟
関
係
に
あ
り
、
兄
の
黄
山
と
と
も
に
「
士
夫
中
の

賞
壁
の
名
家
矯
り
」
と
評
さ
れ
る
な
ど
(
『
童
日
書
一
記
』
巻
一

「
超
松
雲
前
後
亦
壁
園
絹
重
一
巻
」
)
、
「
古
玩
」
の
蒐
集
と
鑑
賞
に
つ
い
て
も
ひ
と
か
ど

(
M
U
)
 

の
人
物
で
あ
っ
た
が
、
彼
と
王
越
石
と
の
闘
係
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
よ
う
。

王
越
石
の
一
門
は
、
数
世
代
に
わ
た
っ
て
書
童
骨
董
の
責
買
を
世
業
と
し
て
お
り
、
『
童
目
輩
記
』
に
は
他
に
も
、
弟
の
王
弼
卿
・
紫
玉
、
越

石
の
従
蛭
で
「
亦
た
骨
董
を
業
と
す
」
る
王
君
政
(
後
通
)
、
揚
州
に
寓
居
し
「
書
書
一
を
壁
賞
す
る
に
家
停
を
得
」
た
姪
の
王
耳
目
公
な
ど
、
数

(
初
)

人
の
名
が
散
見
す
る
。
中
で
も
呉
其
貞
と
仲
が
よ
か
っ
た
の
が
王
願
若
で
あ
っ
た
。
彼
の
所
有
す
る
元
末
の
山
水
書
家
、
陸
唐
の
作
品
と
、
白

ら
の
所
有
す
る
漠
代
の
玉
産
と
を
交
換
し
た
際
、
呉
其
貞
は
、
「
三
世
比
白
な
骨
董
を
業
と
し
、
日
力
は
人
に
過
ぐ
。
人
と
な
り
温
雅
に
し
て
、

余
一
た
び
見
え
て
便
わ
ち
莫
逆
の
交
を
矯
す
」
と
い
う
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
(
『
書
書
一
記
』
巻
一

「
陸
天
瀞
草
堂
小
紙
書
一
一
幅
」
)
0

649 

こ
の
一
族
の
内
、
最
も
著
名
な
の
が
王
越
石
で
あ
っ
た
。
山
田
市
禎
一
五
年
(
一
六
四
二
)
五
月
一
六
日
に
、
様
々
な
蒐
集
品
を
手
に
臭
其
貞
の

十
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居
慮
を
訪
れ
た
彼
は
、
以
後
一

O
月
ま
で
の
し
ば
ら
く
の
間
徽
州
に
と
ど
ま
り
、
「
此
の
園
(
米
の
孫
知
微
《
産
黄
庭
園
》
)
、
向
に
戴
し
て
渓
南

に
在
り
。
昨
て
王
越
石
之
を
得
る
と
こ
ろ
と
潟
り
、
以
て
至
賓
と
矯
し
告
る
を
肯
ん
ぜ
ず
。
余
深
く
之
を
炉
む
」
な
ど
と
(
『
書
重
記
』
巻
二

「
孫
太
占
産
黄
庭
園
小
絹
重
一
幅
」
)
、
自
慢
の
品
の
数
々
を
見
せ
び
ら
か
し
て
は
、
呉
其
貞
を
羨
ま
し
が
ら
せ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
王
越

石
の
所
有
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
さ
き
に
呉
其
貞
も
遮
べ
た
通
り
、
寓
暦
末
年
よ
り
二

O
年
も
の
問
、
書
書
一
紡
を
仕
立
て
て
徽
州
の
外
に
出
、

様
々
な
コ
レ
ク
タ
ー
と
の
活
設
な
交
遊
・
取
引
を
行
っ
た
結
果
、
蓄
積
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
彼
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
諸
家
の

題
践
や
随
筆
に
散
見
し
て
い
る
の
で
、
次
に
そ
れ
を
追
っ
て
い
こ
う
。

第
二
節

賞
壁
家
た
ち
と
の
交
遊
(
一
)
|
|
一
流
の
土
大
夫
に
よ
る
許
債
|
|

【
廿
重
宜
ハ
日
目
】

董
其
昌
は
、
言
、
つ
ま
で
も
な
く
明
末
を
代
表
す
る
賞
壁
家
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
親
友
の
陳
継
儒
と
と
も
に
し
ば
し
ば
徽
州
に
足
を
運
び
、

宮
地
の
大
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
呉
廷
と
共
同
で
《
絵
清
粛
法
帖
》
を
刊
行
す
る
な
ど
、
書
書
一
の
蒐
集
と
鑑
賞
を
は
じ
め
、
徽
州
に
お
け
る
丈

(
引
)

化
全
般
に
も
深
く
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
も
王
越
石
と
面
識
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

郁
逢
慶
『
郁
氏
童
日
書
一
題
蹴
記
」
に
は
、
王
越
石
の
所
有
す
る
法
帖
に
董
其
昌
が
附
し
た
題
肢
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
《
復
州
裂
本
蘭
亭
》
に

つ
い
て
は
「
越
石
の
此
の
本
の
如
き
は
紹
勝
た
り
」
と
評
し
(
『
郁
氏
書
書
一
題
版
記
』
巻
一

「
復
州
裂
本
蘭
亭
」
)
、
《
泉
州
帖
》
に
つ
い
て
は
「
此
の

宋
揚
は
至
っ
て
佳
な
る
者
に
し
て
、
海
上
顧
氏
の
所
載
た
り
。
突
突
と
し
て
一
肺
気
有
り
、
異
に
墨
池
の
音
賓
な
り
。
今
越
石
に
蹄
す
、
珍
重

す
べ
し
、
珍
重
す
べ
し
」
と
(
『
績
題
政
記
」
を
一
一
一
「
董
玄
宰
政
泉
州
帖
」
)
、

い
ず
れ
も
名
品
で
あ
る
こ
と
に
太
鼓
判
を
押
し
て
い
る
。
年
紀
は

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
天
啓
年
聞
か
ら
崇
顧
年
聞
の
始
め
に
か
け
て
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
で
、
董
其
昌
は

『
書
一
旨
」
に
お
い
て
、
「
此
の
巻
、
王
越
石
の
矯
に
伺
迂
(
資
)
の
設
色
《
山
水
》
を
以
て
易
去
せ
ら
る
。
猫
お
恐
る

ら
く
は
、
新
都
(
新
安
)
に
牧
戒
家
多
く
、
素
封
の
手
に
轄
入
し
て
韻
な
ら
ざ
る
を
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
此
の
巻
」
が
ど
の
作
品
を
指
し
て

十
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い
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
王
越
石
の
手
に
よ
っ
て
、
貴
重
な
名
品
が
見
る
日
の
な
い
金
持
ち
に
縛
責
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
危
倶
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
面
に
お
い
て
は
信
用
の
な
ら
な
い
人
物
で
あ
る
こ
と
を
遮
べ
て
い
る
。
結
局
こ
の
作
品
は
、
「
今
又
た
遜
之
璽
卿
の
所
牧
と
潟
り
、

(

刊

以

)

蹄
す
る
所
を
得
た
り
」
と
、
幸
い
に
も
落
ち
着
く
べ
き
所
に
落
ち
着
い
た
の
で
は
あ
る
が
。

【
李
日
華
】

(
お
)

ほ
ぼ
同
時
期
に
、
嘉
興
の
李
日
華
も
、
た
び
た
び
王
越
石
の
来
訪
を
受
け
て
い
る
。
李
日
華
『
六
研
粛
筆
記
』
巻
四
に
よ
れ
ば
、
天
啓
六
年

(
一
六
二
六
)
二
月
、
「
欽
友
」
の
王
越
石
が
《
長
沙
帖
》
四
冊
を
持
参
し
、
作
品
の
鑑
定
を
求
め
て
訪
問
、
李
日
華
も
快
く
こ
れ
に
鹿
じ
、
そ

の
来
歴
や
法
帖
の
吠
能
い
な
ど
に
つ
い
て
事
細
か
に
述
べ
た
後
、
「
今
越
石
の
得
た
る
所
の
四
本
、
之
を
細
玩
す
る
に
、
所
謂
筋
力

t
采
は
成

(
担
)

な
在
り
。
其
の
《
長
沙
》
震
る
こ
と
疑
い
無
し
」
と
、
最
大
級
の
賛
辞
を
迭
っ
た
。

ま
た
書
一
作
品
で
は
、
崇
顧
元
年
(
一
六
二
八
)
一
二
月
に
、
中
央
へ
の
出
仕
要
請
を
受
け
南
京
の
西
察
院
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
李
日
華
の
も
と

へ
も
、
王
越
石
が
巻
軸
を
携
え
て
訪
問
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
中
の
一
つ
に
、
但
讃
の
彩
色
書
一
《
山
水
小
景
》

(
お
)

を
「
己
県
の
傑
作
な
り
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。
李
日
華
は
七
言
律
詩
の
題
辞
の
中
で
、
王
越
石
を
指
し
て
「
書
霊
の
友
」
と
ま
で
呼
ん
で
お
り

一
幅
が
あ
り
、
李
日
華
は
こ
れ

(
『
悟
致
堂
集
』
を
六
)
、
雨
者
は
相
首
親
密
な
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
う
し
て
李
日
華
は
、
王
越
石
を
通
じ
て
数
々
の
名
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
、
超
孟
煩
の
楢
書
の
名
品
《
玄
妙
観
三
門
記
》
に

つ
い
て
、
王
越
石
が
手
首
た
り
次
第
に
書
書
一
の
作
品
を
買
い
漁
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
因
縁
深
い
雨
者
(
《
殿
記
》
及
び
《
三
門
記
》
の
こ
と
)
を
揃

(
お
)

っ
て
目
に
し
、
錯
簡
に
気
付
く
こ
と
も
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
王
越
石
所
載
の
書
一
冊
に
附
し
た
題
蹴
に
は
、
「
越

(
幻
)

石
は
百
魁
の
園
田
を
破
り
、
宇
生
の
心
力
を
掲
し
て
而
る
後
此
れ
有
り
」
と
あ
り
、
彼
の
書
書
一
枚
一
集
に
封
す
る
熱
意
と
行
動
力
と
を
稽
え
る
。

以
上
、
呉
其
貞
が
述
べ
た
よ
う
に
、
王
越
石
の
圭
日
書
一
骨
董
に
封
す
る
鑑
賞
眼
に
つ
い
て
は
、
首
時
を
代
表
す
る
一
流
の
士
大
夫
で
あ
っ
て
も
、

651 

一
日
置
か
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
昔
時
の
書
室
旦
商
人
と
丈
人
と
は
、
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係
に
あ
っ
た
。

明
末
の
雲
術
市
場
の
動
向
に
深
く
通
じ
た
董
其
昌
は
徽
州
商
人
と
手
を
組
み
、
彼
ら
の
行
動
力
・
情
報
力
を
利
用
し
て
自
ら
の
名
撃
を
高
め
る
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こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
李
日
華
も
、
徽
州
人
を
は
じ
め
と
す
る
書
書
一
骨
董
商
人
と
日
々
接
し
、
彼
ら
が
持
ち
込
ん
で
き
た
作
品
の
鑑
定
・

(
お
)

一
流
の
賞
壁
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

格
付
け
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、

一
方
で
、
作
品
を
持
ち
込
む
商
人
の
側
に
と

つ
で
も
、
首
代
き
つ
て
の
丈
人
に
お
墨
付
き
を
頂
戴
す
る
こ
と
は
、
商
業
上
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
彼
ら
一

流
の
丈
人
が
そ
の
趣
味
生
活
を
迭
る
上
で
、
徽
州
商
人
は
訣
く
こ
と
の
出
来
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
王
越
石
は
ま
さ
し
く
う
っ
て
つ
け
の

人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

賞
壁
家
た
ち
と
の
交
遊
(
二
)
l
|
|
斜
陽
の
コ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
評
債
|
|

【
張
丑
】

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
経
済
的
に
苦
境
に
立
た
さ
れ
、
蒐
集
品
を
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
の
中
に
は
、
彼
ら
の
足

下
に
つ
け
込
ん
で
買
い
た
た
い
て
い
く
王
越
石
に
封
し
て
、
憤
顕
ゃ
る
か
た
な
い
者
た
ち
も
存
在
し
た
。
そ
の
一
人
は
蘇
州
の
コ
レ
ク
タ

l
、

張
丑
で
あ
る
。

張
丑
の
一
門
は
、
高
組
の
元
素
以
来
、
五
世
代
に
渡
っ
て
書
書
一
骨
董
の
蒐
集
に
力
を
注
ぎ
、
彼
の
曾
組
父
の
子
和
は
沈
周
と
交
遊
、
組
父
の

約
之
は
丈
徴
明
と
姻
戚
闘
係
を
結
ぶ
な
ど
、
地
元
の
蘇
州
に
お
け
る
名
家
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
張
丑
の
代
に
至
っ
て
経
済
賦
況
が
悪
化
し
、

一
門
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ほ
と
ん
ど
が
散
逸
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
執
筆
動
機
と
な
っ
て
、
彼
は
自
ら
の
見
聞
と
博
捜
し
た
諸
史
料
を
基
に
、

『
清
河
書
室
百
一
紡
』

一
一
一
巻
、
そ
の
績
編
と
も
い
え
る

『
異
蹟
日
銀
』
四
巻
、
蘇
州
の
大
コ
レ
ク
タ
l
韓
世
能
の
書
室
旦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
列
奉
し

た

『
南
陽
書
書
一
表
』
上
下
巻
、
父
の
張
陸
丈
の
遺
稿
を
増
訂
し
た

『
清
砧
戒
』
上
下
巻
な
ど
、
膨
大
な
量
の
書
書
一
録
を
書
き
蔑
し
た
(
張
丑

「
清
河
秘
匿
幸
一
自
主
園
芸
衣
」
)

0

先
祖
か
ら
代
々
惇
わ
る
名
品
の
数
々
を
、
彼
は
泣
く
泣
く
手
放
し
つ
つ
生
計
を
支
え
て
い
た
が
、
そ
の
彼
の
も
と
に
王
越
石
が
訪
問
し
、

レ
ク
タ
l
垂
涯
の
蒐
集
品
、
と
り
わ
け
伺
貰
の
作
品
を
持
参
し
て
は
見
せ
び
ら
か
し
て
い
た
よ
う
だ
。
張
丑
に
よ
れ
ば
、
雨
者
の
つ
き
あ
い
は

十
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暦
四
五
年
(
一
六
一
七
)
三
月
二

O
日
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
時
彼
は
従
来
知
る
人
の
少
な
か
っ
た
伺
讃
の
作
品
を
見
出
し
た

一
補
遺
「
雲
林
水
竹
屑
園
」
)

0

ま
た
別
の
所
で
も
「
越
石
の
舟
中
に
て
著
色
《
慨

(
ぬ
)

居
城
東
園
》
に
謄
釘
す
。
日
疋
れ
雲
林
の
絶
品
に
し
て
、
之
が
矯
に
喜
び
て
而
し
て
寂
ず
」
と
、
繰
り
返
し
こ
の
経
験
を
語
る
。

こ
と
を
、
驚
き
を
も
っ
て
記
し
て
い
る
(
『
清
川
書
董
肪
』
巻
一

こ
れ
以
後
、
年
次
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
王
越
石
の
手
に
よ
っ
て
数
多
く
の
作
品
が
張
丑
の
も
と
に
持
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
い
ず
れ

(
削
)

も
錯
々
た
る
諸
名
家
の
鑑
戒
を
経
た
、
惇
世
の
名
品
ば
か
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
惇
え
る
。
張
丑
自
身
の
所
蔵
作
品
を
王
越
石
に
譲
り
渡
し
た
事

例
と
し
て
は
、
周
防
《
春
育
施
戯
園
巻
》
が
血
卒
、
げ
ら
れ
る
の
み
だ
が
(
『
清
河
書
童
紡
』
巻
四
補
遺
)
、

お
そ
ら
く
相
嘗
数
の
作
品
を
取
引
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
や
は
り
彼
に
し
て
も
、
王
越
石
の
賓
力
そ
の
も
の
は
、

い
や
で
も
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ま

た
後
に
鰯
れ
よ
う
。

【
正
岡
玉
】

も
う
一
人
、
王
越
石
と
頻
繁
に
つ
き
あ
っ
て
い
た
の
が
、
嘉
興
在
住
の
コ
レ
ク
タ
l
、
正
問
玉
で
あ
る
。

正
岡
玉
は
、
父
の
継
美
か
ら
受
け
継
い
だ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
も
と
に
、
膨
大
な
牧
載
量
を
誇
っ
た
人
物
で
あ
る
。
同
郷
の
李
日
華
と
の
縁
組

み
を
果
た
し
、
順
風
満
帆
で
あ
っ
た
彼
の
人
生
は
、
天
啓
末
年
の
第
三
回
目
の
「
黄
山
の
獄
」
に
、
親
友
の
程
季
白
と
と
も
に
巻
き
添
え
と
な

り
、
資
産
の
大
中
十
を
失
う
こ
と
と
な
っ
て
か
ら
一
奉
に
急
饗
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
大
部
の
書
室
旦
録
『
珊
瑚
網
」
を

編
纂
・
執
筆
す
る
こ
と
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
論
じ
た
い
。

こ
の
弱
み
に
つ
け
込
ん
で
、

し
ば
し
ば
彼
の
も
と
を
訪
れ
て
は
数
々
の
所
戴
品
を
入
手
し
て
い
っ
た
の
が
、

ほ
か
な
ら
ぬ
王
越
石
で
あ
っ
た
。

正
岡
玉
は
、
唐
・
宋
・
元
の
諸
名
家
の
作
品
を
集
め
て
作
成
し
た
《
韻
薪
員
賞
》
と
い
う
書
一
加
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
と
し
て
次
の
よ
う
に
遮
べ

て
い
る
。

崇
柏
七
年
(
一
六
三
四
)
秋
の
こ
と
、
王
越
石
が
書
室
畳
宵
董
の
買
い
取
り
を
持
ち
か
け
て
き
た
。
こ
の
と
き
彼
は
、
南
京
で
食
鳳
毛
な
る
コ

653 

レ
ク
タ
!
と
取
引
を
し
た
際
に
、
正
岡
玉
奮
載
の
《
韻
粛
量
(
賞
》
二
冊
組
を
入
手
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
同
時
に
、
正
岡
玉
の
窮
状
に
つ
い
て
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ハ
イ
エ
ナ
の
如
く
嘆
ぎ
付
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
正
岡
玉
は
「
余
波
一
に
之
に
我
が
故
物
と
易
え
る
を
聴
し
、
即
ち
に
其
の
中
十

(
H
U
)
 

ぱ
を
汰
去
す
。
但
だ
頓
か
に
奮
観
に
還
る
の
み
な
ら
ず
、
幅
幅
は
皆
な
胡
麻
計
の
仙
子
な
ら
ん
か
」
と
、
思
い
出
深
い
重
加
を
取
り
戻
す
た
め

(
必
)

に
、
手
許
に
残
っ
て
い
た
め
ぼ
し
い
も
の
を
全
て
王
越
石
に
責
却
す
る
は
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

も
ま
た
、
話
が
前
後
す
る
が
、
同
年
秋
九
月
九
日
に
は
、
正
問
玉
は
王
越
石
が
持
参
し
た
定
窯
鼎
を
目
隠
し
て
い
る
。
こ
の
時
王
越
石
は
、
か

(
必
)

の
項
元
日
汗
が
三

0
0
0金
を
積
ん
で
す
ら
、
こ
の
定
窯
鼎
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
誇
ら
し
げ
に
吹
聴
し
、
こ
れ
ま
で
に
蒐
集
し
た
法
書

や
硯
な
ど
散
々
の
古
玩
は
、
所
詮
そ
の
引
き
立
て
役
に
過
ぎ
な
い
、
な
ど
と
う
そ
ぶ
い
た
。
こ
れ
に
封
し
て
正
岡
玉
も
、
彼
の
書
書
一
紡
こ
そ

「
賓
定
」
、
す
な
わ
ち
定
窯
鼎
を
賓
と
す
る
舟
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
、
垂
誕
の
思
い
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
(
「
珊
瑚
網
』
巻
四
四
「
勝
園
十
二

名
家
」
)
。
こ
の
時
の
王
越
石
の
科
白
、
「
米
家
の
書
書
一
船
に
此
の
物
少
く
べ
か
ら
ず
」
と
は
、
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
奇
岩
怪
石
を
偏
愛
し
た
米

帝
の
故
事
を
ふ
ま
え
た
も
の
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
、
正
問
玉
の
所
有
す
る
奇
石
を
巻
き
上
げ
る
た
め
の
口
賓
と
し
て
語
っ
た
冗
談
で
は
あ
る
が
、

自
ら
の
書
書
一
紡
を
、
中
園
の
雲
術
史
上
に
著
名
な
米
帝
の
そ
れ
に
な
ぞ
ら
え
る
と
い
う
の
は
、

や
は
り
王
越
石
が
自
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
封

し
、
質
・
量
共
に
並
々
な
ら
ぬ
自
負
を
抱
い
て
い
た
こ
と
の
現
れ
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
彼
の
得
意
や
思
う
べ
し
で
あ
る
が
、
以
下
に
遮
ベ

る
ご
と
く
、
憎
ま
れ
口
の
一
つ
も
言
い
た
く
な
る
妻
紹
書
の
気
持
ち
も
分
か
ら
ぬ
で
は
な
い
。

第
五
士
早

徽
州
商
人
の
活
躍
と
定
窯
鼎
の
行
方
に
つ
い
て

第
一
節

王
越
石
の
骨
董
詐
欺
と
被
害
者
の
季
因
是
に
つ
い
て

以
上
、
江
南
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
レ
ク
タ
l
の
も
と
を
出
入
り
し
て
は
、
金
に
曲
か
せ
て
様
々
な
書
書
一
骨
董
作
品
を
入
手
し
て
い
た
王
越

(
叫
)

石
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
悪
名
を
一
躍
高
か
ら
し
め
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
再
び
「
定
窯
鼎
記
」
に
戻
っ
て
紹
介
し
よ
う
。

社
九
如
の
死
後
、
彼
が
入
手
し
た
唐
氏
走
窯
鼎
の
正
副
一
式
は
、
彼
の
息
子
に
受
け
継
が
れ
た
。
萎
紹
書
か
ら
「
奇
貨
を
居
き
て
以
て
万
錐
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を
博
く
す
る
に
慣
る
」
、

つ
ま
り
機
舎
に
乗
じ
て
は
わ
ず
か
な
元
手
で
大
金
を
せ
し
め
る
こ
と
を
常
と
し
た
、
と
評
さ
れ
る
王
越
石
は
、
社
九

如
の
息
子
に
封

L
、
花
街
で
の
遊
興
費
を
肩
代
わ
り
し
よ
う
と
申
し
出
て
、
定
窯
鼎
の
入
手
に
成
功
。
こ
れ
に
高
金
の
債
を
付
け
、
こ
の
後
一

O
年
以
上
に
わ
た
り
、
諸
方
に
轄
質
し
て
は
儲
け
を
増
や
す
こ
と
と
な
っ
た
。
王
越
石
に
と
っ
て
こ
の
定
窯
鼎
は
、
重
要
な
投
機
商
品
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
呉
其
貞
は
、
王
越
石
の
兄
弟
叔
姪
が
、

一
二

O
O縄
を
共
同
出
資
し
て
購
入
費
用
を
賄
っ
た
、
と
、
同
郷
人
な
ら
で
は
の
情
報
を

一
族
の
結
束
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

惇
え
る
(
『
書
章
一
記
』
巻
二
「
蘇
黄
米
察
詩
翰
四
則
潟
一
巻
」
)

0

や
は
り
王
越
石
の
活
動
も
、

が
え
る
。

の
み
な
ら
ず
、
王
越
石
は
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
固
形
や
方
形
の
白
磁
の
鼎
を
用
意
し
て
、
あ
ち
こ
ち
で
見
る
日
の
な
い
コ
レ
ク
タ
l
を
捕
ま

え
て
は
責
り
つ
け
る
、
と
い
う
詐
欺
ま
で
も
働
き
始
め
た
。
明
朝
開
園
の
功
臣
、
貌
園
公
徐
達
の
一

O
世
の
孫
で
あ
る
徐
弘
基
は
、
さ
す
が
に

王
越
石
の
欺
臓
を
見
抜
い
た
が
、
季
国
是
の
場
合
は
無
知
が
災
い
し
て
被
害
者
の
一
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

季
国
是
は
、
詳
は
寓
庸
、
泰
興
の
人
。
前
稿
の
第
五
章
第
一
一
節
で
も
紹
介
し
た
と
お
り
、
彼
は
明
の
最
末
期
か
ら
清
の
康
照
年
聞
に
か
け
て
、

多
数
の
童
日
書
プ
を
手
首
た
り
次
第
に
蒐
集
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
呉
其
貞
を
は
じ
め
、
徽
州
の
書
書
一
商
人
と
は
ゆ
か
り
の
深
い
人
物
で
あ
っ
た

が
、
首
初
は
王
越
石
に
踊
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
す
ら
気
付
か
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
唐
氏
と
同
郷
の
超
再
思
(
不
詳
)
な
る
人
物
が

彼
の
も
と
を
来
訪
し
、
異
相
が
護
畳
す
る
こ
と
と
な
る
。

季
問
う
に
「
唐
家
の
定
窯
の
方
鼎
、
君
曾
て
見
た
る
や
否
や
」
と
。
超
生
大
笑
し
て
日
わ
く
「
唐
の
定
鼎
躍
は
固
に
し
て
而
し
て
足
は

三
な
り
。
公
の
云
え
る
方
鼎
は
何
く
に
居
る
や
」
と
。

十
位
然
自
失
し
た
季
因
是
は
、
門
下
の
屈
静
源
(
不
詳
)
な
る
人
物
に
法
的
手
段
を
講
じ
る
よ
う
依
頼
、
王
越
石
は
あ
や
う
く
監
獄
入
り
に
な

り
か
け
る
、
と
い
う
事
態
に
ま
で
至
っ
た
。
菱
紹
書
に
よ
れ
ば
、
季
国
是
は
き
わ
め
て
お
お
ら
か
な
性
格
の
持
ち
主
で
、
彼
の
書
書
一
骨
董
コ
レ

ク
シ
ヨ
ン
も
、
異
贋
に
こ
だ
わ
ら
ず
白
分
の
気
に
入
っ
た
物
を
買
い
績
け
た
結
果
、
自
ず
と
良
い
品
が
集
ま
っ
て
出
来
た
も
の
、
と
評
し
て
い

655 

る
(
『
無
聾
詩
史
』
巻
囚
「
季
寓
庸
」
)
。
書
書
一
骨
董
を
扱
う
商
人
に
封
し
、
極
め
て
鷹
揚
だ
っ
た
彼
が
、
こ
れ
ほ
ど
激
怒
す
る
と
は
、
王
越
石
と
し
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て
も
想
定
外
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
も
和
解
の
た
め
に
差
し
出
し
た
白
磁
の
鼎
は
贋
物
で
あ
り
、
結
局
は
王
越
石
の

し
た
た
か
さ
の
方
が
一
枚
上
手
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
李
日
華
や
張
丑
ら
の
所
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
書
圭
旦
骨
董
に
釘
す
る
相
手
の
鑑
賞
能
力
を

正
確
に
把
握
し
、
そ
の
レ
ベ
ル
に
麿
じ
て
出
し
て
く
る
商
品
を
費
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

浩
一
女
紹
童
日
は
崇
禎
一
四
年
(
一
六
四
一
)
に
季
因
是
の
書
粛
を
訪
ね
、
所
識
の
古
玉
査
を
鑑
賞
し
て
お
り
(
『
進
裾
諾
』
巻
卜
「
士
口
玉
査
」
)
、
こ
の

時
に
王
越
石
の
悪
行
に
つ
い
て
も
、

つ
ぶ
さ
に
耳
に
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
事
件
の
顛
末
を
以
上
の
よ
う

な
形
で
記
し
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
ど
う
や
ら
、
賞
望
家
と
し
て
の
季
国
是
に
封
す
る
菱
紹
書
の
評
債
は
、
呉
其
貞
と
同
じ
く
あ
ま
り
か
ん
ば

し
い
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
所
詮
は
彼
も
「
耳
食
の
徒
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。

第
二
節

黄
正
賓
に
つ
い
て

績
い
て
菱
紹
書
は
、
王
越
石
と
黄
正
賓
と
の
聞
に
起
こ
っ
た
定
窯
鼎
を
め
ぐ
る
事
件
に
言
及
す
る
。
ま
ず
こ
こ
で
、
後
宇
部
分
の
影
の
主
役

で
あ
る
黄
正
賓
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
こ
う
。

居
安
の
黄
氏
は
、
元
の
至
正
一

O
年
(
一
三
五
O
)
に
こ
の
地
に
移
住
し
て
き
た
伯
善
を
始
租
と
し
、
明
代
後
期
に
は
主
と
し
て
損
納
に
よ

っ
て
官
位
を
得
る
者
が
相
次
い
だ
(
『
新
安
休
半
名
族
志
』
巻
一

「
居
安
黄
氏
」
)
。
黄
正
賓
も
、

や
は
り
担
納
に
よ
っ
て
武
英
殿
中
書
舎
人
と
な
っ

た
が
、
高
暦
一
九
年
(
一
五
九
一
)
八
月
に
、

(
必
)

烈
に
批
判
、
官
籍
を
剥
奪
さ
れ
た
。
後
に
撫
按
の
推
薦
を
経
て
、
高
暦
三
一
一
年
(
一
六
O
四
)
に
前
職
に
復
師
、
李
三
才
の
腹
心
と
し
て
東
林

(
M叩
)

薫
の
活
動
に
深
く
閲
興
す
る
も
、
反
封
汲
か
ら
の
弾
劾
を
受
け
る
。
天
啓
元
年
(
一
六
二
二
に
は
太
僕
寺
土
寸
丞
よ
り
向
賓
司
少
卿
に
昇
進
し

(
幻
)

た
が
、
病
気
を
理
由
に
時
郷
。
同
四
年
(
一
六
三
一
)
に
は
正
文
言
の
獄
に
連
座
、
崇
棋
元
年
(
一
六
二
八
)
に
三
た
び
起
用
さ
れ
、
同
年
六
月

い
わ
ゆ
る
立
太
子
問
題
に
ま
つ
わ
る
報
復
人
事
を
め
ぐ
り
、
内
閣
大
随
一
子
士
首
輔
の
申
時
行
を
痛

に
闇
薫
の
徐
大
化
・
楊
維
垣
ら
を
摘
護
、
こ
の
こ
と
は
、
後
の
弘
光
政
権
下
に
お
け
る
報
復
人
事
に
つ
な
が
る
伏
線
と
な
っ
た
(
後
遺
)
。
結

局
、
彼
は
崇
顧
帝
か
ら
す
ぐ
に
罷
克
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
一
連
の
活
動
に
よ
り
、
黄
正
賓
は
束
林
抵
の
士
人
た
ち
か
ら
清
議
振
と
目
さ
れ
、
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大
い
に
面
目
を
施
し
た
と
い
う
(
『
明
史
』
巻
一
一
一
二
三
「
羅
大
紘
惇
」
附
ほ
か
)
0

従
兄
弟
の
王
越
石
と
同
じ
く
、
黄
正
賓
も
童
百
書
一
骨
董
の
取
引
に
お
い
て
は
相
首
の
や
り
手
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
萎
紹
書
の
停
え
る
所
に
よ
れ

ば
、
准
陽
巡
撫
時
代
の
李
三
才
は
書
董
骨
董
の
蒐
集
に
飴
念
が
無
く
、
彼
か
ら
鑑
識
眼
を
見
込
ま
れ
た
黄
正
賓
は
、
数
々
の
名
品
を
買
い
漁
る

ょ
う
委
託
さ
れ
、
停
世
の
丈
王
鼎
を
一
三

O
O金
で
購
入
し
た
こ
と
が
一
躍
世
間
に
知
れ
渡
っ
た
と
い
う
(
『
韻
石
粛
筆
談
」
巻
上
「
文
王
鼎
」
)
0

高
暦
三
七
年
(
一
六

O
九
)
に
部
輔
忠
が
行
っ
た
弾
劾
上
奏
の
中
で
は
、
責
正
賓
が
盟
商
人
か
ら
多
額
の
賄
賂
を
受
け
取
っ
て
在
官
へ
取
り
次

い
で
い
た
こ
と
、
公
用
と
稀
し
て
地
方
に
赴
き
恐
喝
し
て
回
っ
て
い
る
こ
と
、
蒐
集
し
た
書
書
一
骨
董
が
李
三
才
か
ら
寓
暦
帝
と
母
の
慈
聖
皇
太

(

川

崎

)

后
へ
の
献
上
品
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
使
い
道
が
ど
う
あ
れ
、
黄
正
賓
が
李
三
才
の
た
め
に
書
書
一
骨

(
的
)

董
の
蒐
集
に
奔
走
し
、
自
ら
も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
充
賓
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
事
賓
の
よ
う
で
あ
る
。
李
三
才
の
死
後
、
彼
の
息
子
の
手
に
よ
っ

て
底
分
さ
れ
た
丈
王
鼎
を
黄
正
賓
は
ま
ん
ま
と
入
手
、
こ
れ
と
は
別
に
購
入
し
て
い
た
葬
櫨
・
花
瓶
と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
三
つ
の
古
銅
器
を

「
三
組
」
と
稽
し
て
誇
っ
た
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
封
す
る
韓
芹
城
の
羨
望
ぶ
り
は
一
方
な
ら
ず
、
「
俳
佃
歎
賞
し
、
幾
ん
ど
米
国
…
(
帝
)

(
印
)

の
耀
石
に
同
じ
」
有
様
で
あ
っ
た
が
、
結
局
入
手
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

第
三
節

王
越
石
と
黄
正
賓
の
争
い
と
定
窯
鼎
の
最
期

崇
顧
末
年
の
あ
る
日
、
王
越
石
が
黄
正
(
負
か
ら
轄
買
を
依
頼
さ
れ
て
手
許
に
預
っ
て
い
た
、
但
讃
の
作
品
を
め
ぐ
っ
て
悶
着
が
起
こ
っ
た
。

こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
但
墳
の
《
山
水
》
な
る
作
品
の
正
瞳
は
定
か
で
な
い
が
、
王
越
石
自
身
が
羨
む
ほ
ど
の
作
品
で
あ
っ
た
所
を
見
る
と
、

か
な
り
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
董
其
昌
が
伺
資
の
作
品
を
丈
人
霊
の
正
統
と
し
て
位
置
づ
け
、
「
雲
林
の
章
、
江
東
の

人
は
有
無
を
以
て
清
俗
を
論
ず
」
と
(
『
書
一
揖
室
随
筆
』
巻
二
「
題
促
畢
一
吉
林
董
」
)
、

そ
の
作
品
を
所
有
す
る
こ
と
が
コ
レ
ク
タ

1
に
と
っ
て
の
ス

テ
l
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
以
来
、
需
要
の
増
加
に
陸
じ
、
員
作
を
は
る
か
に
上
回
る
数
の
贋
作
が
世
上
に
流
布
し
た
。
そ
し
て
さ
き
の
李

657 

日
華
・
張
丑
ら
も
目
暗
し
た
よ
う
に
、
王
越
石
は
、
お
そ
ら
く
は
異
贋
取
り
混
ぜ
て
、
こ
の
人
気
商
品
を
精
力
的
に
商
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
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彼
は
、
こ
の
《
山
水
》
を
も
と
に
、
贋
作
の
名
手
を
雇
っ
て
複
製
品
を
作
ら
せ
、
そ
の
出
来
映
え
に
は
自
信
満
々
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

ち
な
み
に
王
越
石
は
、
一
つ
の
青
銅
の
鼎
を
分
割
し
て
、
作
っ
た
本
人
に
も
見
分
け
が
つ
か
ぬ
ほ
ど
の
、
四
つ
の
精
巧
な
贋
物
を
仕
立
て
上

(
日
)

げ
た
、
と
い
う
話
に
も
顔
を
見
せ
て
お
り
、
基
本
的
に
あ
ら
ゆ
る
商
品
に
つ
い
て
贋
物
を
用
意
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
呉
其
貞

の
一
族
の
事
例
で
あ
る
が
、
「
茂
異
叔
」
呉
民
は
、
明
以
前
の
様
々
な
種
類
の
陶
磁
器
を
模
造
し
て
、
そ
の
出
来
映
え
は
異
に
迫
り
、
世
間
で

一
族
ぐ
る
み
で
の
贋
作
責
買
に
も
即
座
に
轄
化
し
う
る
倣
製
品
を
作
成
で
き
る
技
術

(
虫
)

者
が
、
呉
其
貞
の
一
族
中
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
「
元
振
兄
」
呉
明
鐸
は
、
人
と
な
り
風
雅
に
し
て
詩
書
一
を
善
く
し
た

は
こ
れ
を
「
民
窯
」
と
稽
し
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、

人
物
だ
が
、
呉
其
貞
は
戚
良
《
聾
雀
園
》
の
黄
公
望
の
題
識
だ
け
を
蔑
し
て
、
新
た
に
二
羽
の
雀
と
竹
石
と
を
明
鐸
に
描
か
せ
て
「
補
修
」
し

た
と
い
う
。
呉
其
貞
は
、
商
責
上
の
意
固
か
ら
で
は
な
く
「
一
時
の
準
戯
」
と
冗
談
ご
と
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
が
取
り
扱
う
商
品

に
針
す
る
信
恵
性
の
危
う
さ
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
(
『
書
書
記
』
巻
二
「
戚
良
隻
雀
園
紙
書
二
小
幅
」
)

0

ま
た
「
龍
媒
姪
」
呉
家
駒

は
、
印
章
の
模
刻
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
(
『
書
書
記
』
巻
一

「
宋
復
古
崇
山
茂
林
園
大
絹
書
二
幅
」
)
。
書
書
一
の
贋
作
を
作
成
す
る
上
で
は
、
鑑
定
の

決
め
手
と
な
る
印
章
の
偏
遣
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
が
、
彼
が
そ
う
し
た
方
面
に
ま
で
手
を
染
め
て
い
た
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
。

し
か
し
、

さ
き
の
呉
民
の
模
造
陶
磁
器
な
ど
と
同
じ
く
、
こ
の
よ
う
な
技
術
者
が
呉
氏
の
中
に
も
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
事
賓
で
あ
る
。
王
越

石
の
場
合
も
、
こ
の
よ
う
な
人
脈
を
駆
使
し
て
、
贋
作
商
品
を
た
ち
ま
ち
の
内
に
調
達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

と
こ
ろ
が
、

一
方
の
黄
正
賓
も
さ
る
も
の
で
、
王
越
石
の
手
の
内
を
知
り
壷
く
し
て
い
る
彼
は
、
結
時
責
を
委
託
す
る
際
、
《
山
水
》
の
目
立

た
ぬ
箇
所
に
、
あ
ら
か
じ
め
目
印
を
記
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
王
越
石
が
素
知
ら
ぬ
顔
で
返
し
て
よ
こ
し
た
品
は
、
案
の
定
す
り

替
え
ら
れ
た
贋
物
で
あ
っ
た
。
こ
う
な
る
と
も
は
や
狐
と
狸
の
化
か
し
合
い
な
の
だ
が
、
黄
正
賓
が
差
し
向
け
た
蒼
頭
の
仰
元
な
る
人
物
が
、

定
窯
鼎
を
持
ち
逃
げ
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
事
態
は
さ
ら
に
紛
糾
し
、

正
し
く
甜
譲
せ
る
の
聞
に
、
仰
元
傍
ら
従
り
鼎
を
執
え
て
、
兼
ね
て
左
右
の
指
を
以
て
鼎
の
耳
に
掘
、
げ
、
以
て
還
す
無
き
の
理
を
一
不
す
。

廷
培
之
を
奪
わ
ん
と
す
る
に
、
鼎
地
に
堕
ち
て
裂
瓦
の
如
し
。
廷
培
恨
み
紹
頭
し
、
正
賓
を
撞
き
て
脇
を
傷
つ
く
。
時
に
正
賓
弘
光

十

「

20 

「



L 」

去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
国
中
日
宍
)
出
・

3
1
J待

ー「

帝
に
逐
わ
れ
、
欝
欝
と
し
て
楽
し
ま
ず
、
又
た
廷
陪
の
侮
り
に
遭
い
て
、
越
タ
奄
ち
逝
き
、
廷
璃
も
宵
に
遮
れ
て
杭
に
潜
縦
す
。

と
い
う
い
き
さ
つ
で
、
雨
者
が
押
し
問
答
を
し
て
い
る
聞
に
定
窯
鼎
は
粉
々
に
砕
け
、

二
人
の
中
も
決
裂
し
て
し
ま
う
。
後
段
の
話
の
流
れ
か

ら
、
こ
の
時
に
壊
れ
た
の
は
唐
家
停
来
の
本
物
の
方
で
あ
ろ
う
。

黄
正
賓
が
、

い
つ
か
ら
弘
光
帝
の
も
と
に
出
仕
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
現
在
の
所
不
明
だ
が
、

一
六
四
四
年
(
甲
申
)
九
月
初
め
の
彼
の

追
放
に
闘
し
て
は
多
く
の
史
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
許
重
照
が
、
逆
案
の
首
謀
者
と
さ
れ
た
周
錬
ら
の
逮
捕
と
併
記
し
、
李
天
根
が
、

さ
き
に

黄
正
賓
に
弾
劾
さ
れ
南
京
に
潜
伏
し
て
い
た
徐
大
化
の
報
復
と
明
記
す
る
よ
う
に
、
闇
黛
抵
の
馬
士
英
が
院
大
誠
を
政
界
復
婦
さ
せ
る
に
嘗
た

(
日
)

り
、
東
林
抵
の
人
士
を
相
次
い
で
政
権
か
ら
駆
逐
し
て
い
っ
た
中
で
起
こ
っ
た
事
件
で
あ
る
。
首
時
、
同
じ
く
南
京
に
出
仕
し
て
い
た
委
紹
書

も
、
錦
衣
衡
と
五
城
御
史
が
出
動
し
た
こ
の
騒
ぎ
に
つ
い
て
、
直
接
見
聞
し
た
は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
定
窯
鼎
が
割
れ
た
の
は
そ
れ
以
降
、

」
の
歳
の
晩
秋
か
ら
各
に
か
け
て
の
時
期
と
な
ろ
う
。

信
用
ム
ハ
士
早

南
明
政
権
下
で
の
書
童
旦
骨
董
責
買

第
一
節

黄
正
賓
の
骨
董
庖
聞
庖
計
書
一
と
賀
日
献
・
王
君
政
に
つ
い
て

こ
の
事
件
の
後
、
徽
州
を
去
っ
た
黄
正
賓
は
、
な
ん
と
萎
紹
書
の
地
元
の
丹
陽
に
姿
を
現
し
た
。
「
弘
光
の
間
」
と
あ
る
の
で
、
先
の
事
件

が
起
こ
っ
た
一
六
四
四
年
冬
か
ら
、
弘
光
政
権
が
崩
壊
し
た
翌
年
五
月
ま
で
に
あ
っ
た
出
来
事
で
あ
る
。
こ
の
動
静
に
つ
い
て
、
妻
紹
書
は
こ

う
記
す
。弘
光
の
問
、
黄
石
由
阿
(
丹
陽
)
に
流
寓
す
。
:
・
(
中
略
)
・
:
黄
石
悲
運
起
家
し
、
仕
え
て
璽
卿
に
至
る
と
難
も
、
而
れ
ど
も
曾
計
の

精
微
な
る
こ
と
、
草
買
推
し
て
領
袖
と
矯
す
。
(
賀
)
日
献
素
よ
り
厚
資
を
擁
し
、
牙
筆
吋
管
運
し
、

日
々
惟
て
撃
撃
た
り
。
雨
意
相
い

659 

字
す
れ
ば
、
賀
千
金
を
出
し
て
黄
に
授
け
、
持
に
揮
を
金
聞
に
列
し
、
而
し
て
什
一
を
逐
わ
ん
と
す
る
な
り
(
『
韻
石
市
周
筆
談
』
巻
上
「
文

十
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王
鼎
」
)
。

賀
日
献
な
る
富
裕
な
商
人
の
も
と
に
流
寓
し
て
い
た
黄
正
賓
は
、
奮
知
の
彼
を
商
責
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
蘇
州
の
繁
華
街
で
あ
る
金

聞
に
庖
を
聞
こ
う
と
計
量
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
庖
と
は
も
ち
ろ
ん
、
田
義
務
「
留
青
日
札
』
に
「
今
雑
玩
賓
貨
を
貰
る
障
を

「
骨
董
鋪
」
と
日
う
」
と
あ
る
と
こ
ろ
の
、
書
書
一
骨
董
を
販
買
す
る
た
め
の
庖
舗
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
明
末
の
江
南
の
各
都
市
に
は
、
常

設
の
骨
董
品
庖
が
多
数
登
場
し
、
丈
人
た
ち
も
、
散
歩
を
粂
ね
て
、
気
軽
に
こ
う
し
た
庖
を
ひ
や
か
し
て
ま
わ
る
の
を
常
と
し
た
。

李
日
華
は
杭
州
の
六
橋
に
足
を
運
ん
だ
際
、
項
承
恩
な
る
老
人
が
経
路
呂
す
る
小
汚
い
骨
董
庖
を
訪
問
し
て
い
る
が
(
「
味
水
軒
日
記
』
虫
色
四
、

高
暦
四
十
年
二
月
二
十
三
日
候
)
、
後
日
再
び
こ
の
庖
を
訪
れ
た
際
の
記
事
に
は
、

こ
の
庖
主
に
つ
い
て
、
前
稿
第
五
章
第
一
節
に
て
記
し
た
蘇

州
の
蹄
希
之
と
同
じ
く
、
浮
き
世
を
離
れ
て
清
貧
に
甘
ん
じ
、
書
書
一
を
友
と
し
て
日
々
を
、
透
る
、
偏
屈
な
濁
り
者
の
老
人
と
し
て
描
寓
す
る

(
『
味
水
軒
日
記
』
を
四
、
高
暦
四
ト
年
八
月
十
一
日
候
)
o

そ
し
て
そ
の
庖
舗
に
つ
い
て
は
、
住
居
の
前
面
を
庖
舗
ス
ペ
ー
ス
と
し
、
そ
こ
に
陶
磁

器
や
盆
栽
な
ど
の
細
々
し
た
も
の
を
並
べ
、
客
が
法
書
・
名
書
一
を
携
え
て
来
れ
ば
財
布
を
は
た
い
て
買
い
取
り
、
挨
ま
み
れ
の
庖
内
に
堆
く
積

(
日
)

み
上
げ
て
い
た
、
と
惇
え
る
。

お
そ
ら
く
こ
う
し
た
庖
は
、
出
早
に
書
室
田
一
骨
董
を
責
り
買
い
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
屈
の
構
え
・
雰
園
試
や
、
庖
主
の
個
性
そ
の
も
の
が
一
つ

の
責
り
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
場
に
お
い
て
交
わ
さ
れ
る
四
方
山
話
は
、
そ
こ
を
訪
れ
る
文
人
た
ち
に
と
っ
て
こ
よ
な
き
山
楽
し
み
で
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
蘇
州
で
は
、
家
具
調
度
を
し
つ
ら
え
、
香
を
焚
き
茶
を
酷
て
、
あ
た
か
も
丈
人
の
書
粛
を
そ
の
ま
ま
切
り
取
っ
て
き
た
よ
う
な

(
日
)

場
所
で
客
を
迎
え
る
、
「
骨
董
擬
」
や
「
清
客
庖
」
な
ど
と
い
っ
た
庖
が
繁
盛
し
た
と
い
う
。
こ
こ
は
、
丈
人
の
趣
味
生
活
そ
の
も
の
を
責
り

に
す
る
一
種
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
あ
っ
て
、
中
十
可
通
で
も
気
軽
に
そ
の
雰
園
気
に
浸
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。

黄
正
賓
に
話
を
戻
す
と
、
官
僚
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
理
財
の
才
に
よ
る
評
判
が
高
か
っ
た
彼
の
試
み
は
、
程
な
く
し
て
蘇
州
で
客
死
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
未
完
に
終
わ
る
。
そ
し
て
彼
の
愛
人
が
保
管
し
て
い
た
丈
王
鼎
・
葬
櫨
・
花
飢
の
古
銅
器
三
貼
は
、
運
轄
資
金
回
牧
に
伴

(
同
)

っ
て
賀
日
献
の
手
に
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
。
先
に
韓
芹
城
な
る
人
物
を
紹
介
し
た
が
、
北
京
に
お
い
て
彼
の
口
か
ら
こ
れ
ら
の
評
判
を
聞
き
つ
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け
た
の
が
、
王
鐸
の
弟
の
王
鋪
で
あ
っ
た
。
王
錆
と
菱
紹
書
と
は
、
す
で
に
南
京
に
お
い
て
酒
を
酌
み
交
わ
す
仲
と
な
っ
て
い
た
が
、
彼
は
順

治
五
年
(
一
六
四
八
)
各
に
金
衛
へ
赴
任
す
る
途
上
、
主
女
紹
童
日
の
家
を
訪
問
し
、
丈
王
鼎
が
同
邑
の
賀
氏
の
所
有
に
自
問
し
て
い
る
こ
と
を
、

(
日
)

そ
ら
く
耳
に
し
た
。

そ
し
て
こ
こ
に
「
鉄
人
の
王
君
正
」
な
る
人
物
が
登
場
す
る
。
彼
は
先
に
そ
の
名
を
翠
げ
た
、
王
越
石
の
従
姪
「
王
君
政
」
と
同
一
人
物
と

み
て
間
違
い
な
い
。
彼
も
ま
た
、
こ
の
歳
の
暮
れ
に
評
判
の
丈
王
鼎
を
見
せ
て
も
ら
お
う
と
萎
紹
書
に
仲
介
を
依
頼
す
る
が
、
重
病
に
催
っ
て

い
た
賀
日
献
は
数
日
後
に
死
去
し
て
し
ま
っ
た
。
抜
か
り
な
く
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
捉
え
た
王
君
政
は
、
王
鏡
に
急
逮
通
報
し
て
古
銅
器
購
入
の

斡
旋
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
王
鏡
は
す
か
さ
ず
莫
大
な
購
入
資
金
を
迭
金
し
、
「
三
組
」
と
稽
さ
れ
た
丈
王
鼎
・
葬
憧
・
花
触
を
全
て
入
手

(
時
)

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
居
安
の
王
氏
一
族
に
恥
じ
な
い
書
書
一
骨
董
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
し
て
の
手
腕
は
さ
す
が
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
『
書
書
一
一
記
」

所
牧
の
記
事
を
見
る
と
、
王
君
政
と
呉
其
貞
は
、
順
治
八
年
(
一
六
五
一
)
八
月
望
日
に
杭
州
・
翌
年
仲
秋
七
日
に
常
州
・
さ
ら
に
そ
の
翌
年

八
月
五
日
に
蘇
州
の
王
君
政
の
寓
居
・
順
治
一
三
年
(
一
六
五
六
)
二
一
月
一
一
一
一
日
に
は
丹
陽
と
、
互
い
に
大
運
河
沿
い
を
書
室
旦
紡
で
盛
ん
に
往

還
し
つ
つ
接
摘
を
繰
り
返
し
た
。
呉
其
貞
に
引
け
を
取
ら
な
い
情
報
へ
の
敏
感
さ
と
行
動
範
園
の
贋
さ
が
う
か
が
え
る
。
呉
其
貞
・
王
君
政
と

丹
陽
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
後
に
も
う
一
度
鯛
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
江
南
一
帯
を
襲
っ
た
乙
西
の
動
乱
を
よ
そ
に
、
む
し
ろ
そ
の
状
況
を
逆
手
に
と
っ
て
利
用
し
つ
つ
、
骨
董
品
の
取
引
に
う
つ
つ

を
抜
か
す
彼
ら
の
姿
に
は
、
驚
き
あ
き
れ
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
。

第
二
節

南
明
政
権
と
模
造
定
窯
鼎
の
末
路

一
方
の
王
越
石
で
あ
る
が
、
責
正
賓
と
の
い
ざ
こ
ざ
の
後
、
徽
州
に
い
た
た
ま
れ
な
く
な
っ
た
彼
は
こ
れ
に
懲
り
ず
、
今
度
は
杭
州
に
お
い

661 

て
、
手
許
に
残
っ
た
周
丹
泉
作
の
定
窯
鼎
を
使
っ
て
最
後
の
詐
欺
を
働
く
。

爾
の
時
澱
藩
杭
に
寓
し
、
定
憶
の
名
を
聞
き
て
、
承
奉
の
食
啓
雲
を
遣
わ
し
て
諮
訪
せ
し
め
、
廷
培
に
湖
上
に
遇
、
っ
。
贋
鼎
を
出
し
て

十

「

お
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誇
耀
す
る
に
、
管
を
把
え
て
甚
だ
歓
び
、
相
い
見
ゆ
る
の
晩
き
を
恨
み
、
引
き
て
泌
藩
に
謁
し
、
酬
ゆ
る
に
一
一
千
金
を
以
て
す
。
承
奉

私
に
四
百
を
得
、
千
六
百
金
を
以
て
廷
培
に
昇
、
っ
。

一
帽
王
朱
白
根
と
と
も
に
、
李
白
成
軍
の
手
を
逃
れ
た
泌
王
朱
常
坊
は
、

一
六
四
五
年
六
月
ま
で
杭
州
に
い
た
の
で
、
さ
き
に
黄
正
賓
が
客
死

し
た
の
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
起
こ
っ
た
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
瀦
王
は
ま
た
、
経
典
に
精
通
し
て
瀦
保
子
と
名
の
り
、
童
日
書
一
に
巧
み
で
蘭

を
描
く
の
を
得
意
と
し
、
材
料
を
吟
味
し
て
瀦
琴
と
稽
せ
ら
れ
る
琴
を
作
る
な
ど
、
風
流
な
趣
味
人
で
も
あ
り
、
自
ら
の
危
機
的
状
況
を
よ
そ

に
、
書
書
一
骨
董
の
蒐
集
に
狂
奔
し
て
い
た
と
い
う
(
林
慧
如
『
明
代
逸
聞
』
巻
八
「
路
王
府
珍
物
」
)

0

こ
の
泌
王
の
趣
味
に
つ
け
込
ん
で
、
ま
ん
ま

と
仲
介
料
を
せ
し
め
た
承
奉
の
散
啓
雲
な
る
人
物
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
喰
わ
ぬ
顔
で
贋
物
を
献
上
す
る
王
越
石
も
、
賓
に
商
魂
遅
し
い
人

物
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

(
m
w
)
 

書
書
一
骨
董
趣
味
に
閲
し
て
は
、
弘
光
帝
も
瀦
王
に
お
さ
お
さ
引
け
を
取
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
菱
紹
書
は
、
弘
光
帝
が
玉
璽
を
作
ら
せ
た
際

の
無
駄
遣
い
に
つ
い
て
、
自
ら
の
経
験
談
を
こ
う
語
る
。

崇
柏
甲
申
(
一
六
四
回
)
五
月
、
弘
光
口
(
原
扶
)
即
位
し
、
詔
を
下
し
て
玉
璽
を
制
ら
し
む
。
大
司
空
何
謄
瑞
其
の
事
を
董
す
に
、
買

人
玉
瑛
を
以
て
来
献
す
。
:
・
(
中
略
)
・
:
余
心
に
其
の
良
壁
に
非
ざ
る
を
知
る
も
、
而
れ
ど
も
言
わ
ず
。
買
人
其
の
願
い
を
満
た
さ

ん
こ
と
を
翼
い
、
の
り
て
李
姓
な
る
者
を
挽
き
て
居
間
せ
し
む
。
乃
ち
大
司
空
の
幕
賓
な
り
。
翌
日
、
堂
札
を
出
し
、
七
百
金
を
酬
ゆ

(
「
環
堀
譜
」
巻
中
「
園
賓
緒
言
」
)

0

商
人
の
持
ち
込
ん
だ
質
の
悪
い
玉
材
を
、
七

O
O金
と
い
う
法
外
な
言
い
値
で
購
入
し
て
使
用
、
そ
の
際
に
仲
介
者
が
リ
ベ
ー
ト
を
取
る
、

さ
き
の
定
窯
鼎
の
場
合
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
首
事
者
の
萎
紹
童
日
は
、
事
情
を
知
り
つ
つ
歌
り
を
決
め
込
む
が
、
内
心
は
不(引
)

平
た
ら
た
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
も
工
部
か
ら
は
、
宮
中
で
使
用
す
る
器
物
に
か
か
る
莫
大
な
費
用
を
節
約
す
る
よ
う
上
奏
が
相
次
い
で
い
る
。

と
い
う
構
園
は
、

南
明
政
権
下
で
は
、
自
ら
の
運
命
を
珠
見
し
た
か
の
よ
う
に
、
君
臣
と
も
に
上
下
を
奉
げ
て
利
那
的
な
賛
淳
三
味
に
ふ
け
る
、
と
い
う
末
期
症

肢
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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結
局
、
あ
る
厨
役
に
預
け
ら
れ
て
い
た
周
丹
泉
作
の
贋
の
定
窯
鼎
は
、
足
が
折
れ
て
し
ま
い
、
愚
鈍
な
厨
役
は
白
殺
、
壊
れ
た
鼎
は
銭
塘
江

に
棄
て
ら
れ
、
瀦
王
と
運
命
を
共
に
し
た
と
い
う
。

一
方
、
最
後
ま
で
無
節
操
な
王
越
石
の
、
そ
の
後
の
行
方
は
杏
と
し
て
知
れ
な
い
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
不
行
跡
き
わ
ま
る
王
越
石
の
行
跡
を
た
ど
っ
て
き
た
が
、
張
丑
は
、
彼
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
、

越
石
人
と
な
り
は
才
有
り
て
行
無
く
、
生
平
専
ら
説
一
調
を
以
て
事
と
属
す
。
詐
備
百
出
す
る
も
而
れ
ど
も
頗
る
員
見
有
り
、
余
故
に
誤

り
て
之
と
瀞
ぶ
。
亦
た
鶏
鳴
狗
盗
の
流
亜
な
り
(
『
清
河
書
室
亘
紡
」
巻
四
補
遺
「
伺
一
一
ん
鎮
秋
林
野
興
国
詠
」
)

と
、
苦
々
し
く
述
べ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
彼
と
関
わ
り
を
持
っ
た
、
あ
る
い
は
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
の
慣
ら
ざ
る

気
持
ち
を
、
端
的
に
代
詳
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

定
窯
鼎
を
め
ぐ
る
事
件
の
顛
末
を
認
め
た
菱
紹
書
を
は
じ
め
、
明
末
清
初
の
人
士
は
概
し
て
徽
州
商
人
に
封
し
貼
が
辛
く
、
こ
の
ほ
か
様
々

な
と
こ
ろ
で
筆
誌
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
背
景
に
は
、
地
元
に
代
々
惇
わ
る
名
品
の
数
々
を
買
い
漁
り
、
他
所
へ
韓
責
し
て
い
っ
た
徽

州
商
人
に
封
す
る
生
々
し
い
記
憶
、

そ
し
て
恨
み
の
気
持
ち
が
根
深
く
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
話
が

「
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
こ
と
」
と
し
て
、
充
分
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
件
っ
て
、
描
き
手
と
謹
み
手
の
壁
方
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
明
末
清
初
に
か
け
て
の
徽
州
商
人
の
中
に
は
、
首
代
一
流
の
丈
人
・
士
大
夫
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

鑑
賞
眼
を
備
え
た
人
物
が
輩
出
し
、
官
時
の
文
房
清
玩
趣
味
の
重
要
な
一
翼
を
捨
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
古
く
は
、
最
嵩
の
爪
牙
と
な
っ
て
古
玩

の
蒐
集
に
狂
奔
し
た
悪
名
高
き
羅
龍
丈
ゃ
、
李
三
才
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
活
動
し
た
黄
正
賓
な
ど
、
権
門
と
結
び
つ
い
て
仕
事
を
行
っ
た
者

も
多
く
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
王
越
石
の
場
合
は
、
あ
く
ま
で
豊
富
な
鑑
賞
経
験
に
よ
っ
て
培
っ
た
眼
力
と
、

商
責
人
と
し
て
の
才
畳
を
元
手
と
し
て
、
名
だ
た
る
名
士
た
ち
と
封
等
に
渡
り
合
い
、
彼
ら
も
剖
目
す
る
よ
う
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
て

663 

い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
背
景
に
は
、
業
種
を
同
じ
く
す
る
一
族
の
結
束
と
有
り
絵
る
資
金
、
そ
し
て
贋
範
固
に
渡
る
行
動
力
と
情
報
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網
と
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
筆
者
の
前
稿
第
四
章
以
下
に
て
述
べ
た
よ
う
に
、
呉
其
貞
は
、
王
越
石
の
軌
跡
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
る
か
の
よ
う
に
、

彼
の
地
盤
を
引
き
継
い
で
活
躍
し
、
名
、
だ
た
る
賞
壁
家
た
ち
と
針
等
の
地
位
を
築
き
あ
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
妻
紹
書
は
「
定
窯
鼎
記
」
の
結
び
に
お
い
て
、
古
銅
器
と
陶
磁
器
と
を
同
列
に
論
ず
る
こ
と
白
煙
が
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
り
、
古
い
か

ら
と
い
っ
て
有
り
難
が
る
必
要
な
ど
な
く
、
ま
し
て
明
代
の
宣
窯
・
成
窯
ま
で
を
も
珍
重
す
る
風
潮
に
至
っ
て
は
不
可
解
の
一
語
に
蓋
き
る
、

な
ど
と
遮
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
、
明
末
清
初
の
一
流
の
賞
、
豊
家
(
あ
る
い
は
そ
れ
を
自
認
す
る
人
々
)
に
と
っ
て
の
一
般
的
見
解
で
あ

っ
た
。こ
の
よ
う
に
、
商
業
化
さ
れ
堕
落
の
一
途
を
た
ど
る
丈
房
清
玩
趣
味
と
、
そ
れ
に
狂
奔
す
る
俗
物
ど
も
を
見
下
す
ポ

l
ズ
を
と
り
績
け
た
菱

紹
書
で
は
あ
っ
た
が
、
一
方
で
彼
は
、

井
ぴ
に
雲
能
多
く
、
凡
そ
古
今
の
名
蹟
、

一
た
び
品
題
を
経
れ
ば
、
慣
は
十
倍
に
増
す
(
『
乾
隆
丹
陽
豚
志
』
巻
一
七
「
儒
林
」
明
)
0

と
評
さ
れ
る
一
面
を
も
有
し
て
い
た
。
市
場
に
流
通
す
る
膨
大
な
量
の
主
墨
田
一
骨
董
の
名
品
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
脈
を
駆
使
し
て
そ
の
動
向

に
関
す
る
最
新
情
報
を
い
ち
早
く
つ
か
み
、
そ
の
商
品
慣
値
に
通
暁
し
て
お
く
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
、
賓
地
の
鑑
賞
経
験
を
積
む
こ
と
と
並
ん

一
流
の
賞
壁
家
と
し
て
の
責
力
と
名
聾
を
得
る
た
め
に
、
依
く
べ
か
ら
ざ
る
篠
件
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
{
疋
窯
鼎
記
」
を
は
じ
め
、

牧
戴
家
に
つ
い
て
の
裏
話
や
惇
世
の
名
品
に
ま
つ
わ
る
故
事
来
歴
な
ど
、
『
韻
石
粛
筆
談
』
に
収
め
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
詳
細
な
記
事
は
、
彼

で
、
昔
時
、

の
閥
心
の
所
在
を
如
賓
に
示
し
て
い
よ
う
。
菱
紹
書
自
身
も
、
他
の
著
名
な
賞
壁
家
た
ち
と
同
じ
く
、
明
末
清
初
に
お
け
る
雲
術
市
場
の
表
裏

に
、
誰
よ
り
も
精
通
し
た
人
物
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
彼
の
鑑
定
を
経
た
書
書
一
骨
董
の
債
格
は
一

O
倍
に
も
跳
ね
上
が
っ
た
の
で
あ

る
最
後
に
、
丹
陽
と
そ
の
周
遣
に
お
け
る
、
菱
紹
主
目
の
子
孫
と
、
彼
の
世
代
以
後
の
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
に
つ
い
て
紹
介
し
、
結
び
に
代
え
た
い
。

萎
紹
童
日
に
は
一
子
が
あ
り
、
名
は
彦
初
、

一
名
鶴
債
、
字
は
子
君
と
い
っ
た
。
彼
は
三
歳
か
ら
詩
文
を
よ
く
し
、

や
や
長
じ
て
は
非
凡
な
霊

才
を
示
し
た
と
い
う
。

一
七
歳
で
博
士
弟
子
員
に
補
せ
ら
れ
、
崇
顧
一
五
年
(
一
六
四
二
)
に
は
父
に
従
っ
て
南
京
に
て
同
居
、
鼎
革
後
も
、
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周
亮
工
・
襲
鼎
誠
子
・
王
士
一
明
ら
諸
名
士
と
の
交
遊
を
停
え
ら
れ
る
(
『
無
整
詩
史
』
巻
七
「
美
彦
初
」
・
『
光
緒
重
修
丹
陽
豚
志
』
雪
一
O
「
文
苑
」
園

朝
)
。
ま
た
、
『
韻
石
粛
筆
談
」
巻
頭
の
蒋
清
の
序
文
に
お
い
て
、
萎
紹
室
田
の
曾
孫
の
長
玉
・
元
起
・
元
章
・
頴
園
ら
の
名
が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
。

中
で
も
頴
園
と
蒋
清
と
は
、
園
林
中
の
亭
子
に
お
い
て
断
簡
零
墨
を
展
観
し
て
は
、
互
い
に
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
て
そ
の
得
失
・
員
贋
に
つ
い

(
臼
)

て
語
り
合
う
と
い
う
間
柄
で
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
、
主
女
紹
書
と
同
じ
く
、
明
の
遺
民
と
し
て
風
雅
の
道
に
生
き
た
人
々
で
あ
っ

た

(
臼
)

順
治
年
聞
の
丹
陽
に
お
い
て
、
最
も
精
力
的
に
書
書
一
骨
董
の
蒐
集
に
闘
ん
で
い
た
の
は
、
張
範
我
な
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
菱
紹
書
の
生
前

か
ら
、
項
元
日
汗
奮
裁
の
粛
侯
玉
警
や
楊
丈
臆
奮
裁
の
六
踊
楓
な
ど
を
入
手
し
て
い
た
。
呉
其
貞
が
張
範
我
の
も
と
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
順
治
九
年
(
一
六
五
二
)
秋
以
降
の
こ
と
。
こ
こ
で
呉
其
貞
は
、
但
讃
《
獅
子
林
園
》
ほ
か
多
数
の
法
書
・
名
童
を
鑑
賞
・
取
引
し

た
ほ
か
、
張
範
我
の
女
を
要
っ
た
「
世
家
の
子
に
し
て
書
重
を
好
」
む
賀
仲
来
、
「
家
は
豪
富
に
し
て
主
墨
田
一
を
好
」
む
菱
紹
書
な
ど
、
丹
陽
の

名
士
の
も
と
に
も
出
入
り
し
て
い
る
。
ま
た
順
治
一
三
年
(
一
六
五
六
)
に
、
張
範
我
は
さ
き
の
王
君
政
か
ら
も
、
王
世
貞
・
世
愚
兄
弟
奮
菰

(

市

山

)

の
宋
の
徽
宗
《
雪
江
蹄
梓
園
》
を
入
手
す
る
な
ど
、
丹
陽
は
徽
州
の
書
室
旦
商
人
に
と
っ
て
重
要
な
得
意
先
と
な
っ
て
い
た
。

『
圭
日
書
一
記
』
に
は
、
唐
順
之
の
曾
孫
も
登
場
す
る
。
順
治
九
年
(
一
六
五
二
)
八
月
二
日
に
、
「
古
玩
を
好
み
、
茶
香
を
暗
み
、
壁
賞
の
目
力

も
亦
た
人
に
過
ぐ
」
る
唐
雲
客
(
宇
昭
)
・
茂
宏
(
字
国
亙
)
・
仁
玉
(
不
詳
)
三
兄
弟
の
家
を
訪
問
し
た
呉
其
貞
は
、
唐
氏
惇
来
の
宋
一
冗
の
法
書
・

名
書
一
の
数
々
を
鑑
賞
し
(
『
書
書
記
』
を
三
「
梅
道
人
江
山
漁
楽
園
絹
書
二
幅
」
)
、
翌
年
の
八
月
一

O
日
に
は
、
唐
雲
客
・
陶
康
叔
ら
と
と
も
に
杭

州
に
向
け
て
族
行
、
正
然
明
の
家
を
訪
問
し
て
い
る
。
陶
康
叔
は
、
詳
は
一
冗
祐
、
唐
雲
客
と
は
同
郷
人
で
崇
禎
一
六
年
(
一
六
四
三
)
の
進
士
。

正
然
明
は
、
鉄
西
の
叢
睦
坊
の
世
家
出
身
で
、
呉
其
貞
と
同
郷
、
「
人
と
な
り
は
風
雅
に
し
て
、
才
雲
多
く
、
交
識
は
天
下
に
満
ち
、
士
林
多

く
之
を
推
重
す
」
る
人
物
で
あ
っ
た
。

結
局
、
丹
陽
・
常
州
の
書
室
旦
骨
董
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
は
、
呉
其
貞
ら
と
深
く
結
び
つ
き
、
彼
の
書
書
一
紡
の
同
乗
者
と
な
っ
て
、
法
書
名
童
旦
の

665 

探
訪
に
出
か
け
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
冒
頭
で
、
名
家
惇
世
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
書
室
旦
商
人
の
手
に
握
ら
れ
た
と
す
る
、
孫
承
揮
の
記
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述
を
紹
介
し
た
が
、
彼
は
そ
れ
に
績
け
て
「
余
見
れ
ば
航
ち
に
之
を
購
う
」
と
も
述
べ
て
い
る
(
『
庚
子
鈎
夏
記
』
巻
二
一
「
沈
石
田
煮
雪
国
」
)

0

「
天
崩
地
解
」
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
の
衝
撃
で
あ
っ
た
明
清
鼎
革
は
、

一
方
で
昔
時
の
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
に
と
り
、
望
ん
で
も
そ
の
影
す
ら
窺

う
こ
と
の
で
き
ぬ
侍
読
の
名
品
に
、
直
接
に
め
ぐ
り
逢
う
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
、
と
も
映
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

呉
其
貞
と
い
う
こ
よ
な
き
先
導
者
を
得
て
、
書
書
一
骨
董
を
蒐
集
し
た
丹
陽
・
常
州
の
人
々
、
あ
る
い
は
筆
者
の
前
稿
第
五
章
第
一
一
節
に
て
採
り

上
げ
た
季
国
是
・
王
廷
賓
ら
に
と
っ
て
(
も
ち
ろ
ん
書
霊
商
人
た
ち
に
と
っ
て
も
)
、
雲
術
市
場
を
行
き
交
う
書
霊
骨
董
に
日
々
出
舎
う
中
で
味
わ

つ

一
躍
千
金
に
も
似
た
そ
の
期
待
感
に
は
、
堪
え
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
妻
紹
書
が
秘
か
に
自
負
し
た
丹
陽
の
風
雅
は
、
徽
州
商
人
抜
き
に
は
語
れ
な
い
時
代
を
迎
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
も
し
、
妻

量
一
女
紹
童
日
の
目
に
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

紹
書
が
康
照
年
間
以
降
に
も
未
だ
健
在
で
、
呉
其
貞
や
王
君
政
ら
が
丹
陽
の
人
士
と
と
も
に
活
躍
す
る
様
を
知
っ
た
な
ら
ば
、
彼
ら
の
姿
は
、

キ+占(
1
)

古
原
宏
伸
「
乾
隆
皇
帝
の
霊
園
一
撃
に
つ
い
て
」
(
『
中
図
書
芸
嗣
の
研

究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
O
O
三
年
)
二
六
四
|
二
六
五
頁
。

井
上
充
幸
「
徽
州
商
人
と
明
末
清
初
の
雲
術
市
場
|
|
呉
其
貞
『
童
日

書
記
』
を
中
心
に
|
|
」
(
『
史
林
』
第
八
七
巻
第
四
競
、
二
O
O
四

年
)
o

以
下
、
井
上
論
文
に
つ
い
て
は
、
文
中
で
前
稿
と
略
稿
。

(
2
)

こ
の
貼
に
つ
い
て
は
前
掲
註

(
1
)

の
前
稿
「
は
じ
め
に
」
で
拳

げ
た
諮
論
考
を
参
照
。

(
3
)

苗
日
昭
撰
・
王
佐
補
『
格
古
要
論
』
を
下
「
古
窯
器
論
」
古
定
窯
。

ま
た
宣
徳
年
聞
を
中
心
に
、
宮
廷
の
主
導
に
よ
っ
て
、
北
宋
の
い
わ

ゆ
る
五
大
名
窯
で
憶
か
れ
た
作
品
の
レ
プ
リ
カ
が
盛
ん
に
作
成
さ
れ

た
(
日
震
「
宣
徳
鼎
葬
譜
」
巻
七
・
八
)

0

(
4
)

高
凍
『
塗
生
八
賎
』
巻
一
四
「
燕
間
清
賞
賎
」
上
「
清
賞
諸
論
」
、

文
震
亨
『
長
物
志
』
巻
七
「
器
具
」
な
ど
の
諸
書
を
参
照
。

(
5
)

王
越
石
の
事
跡
と
、
妻
術
市
場
に
お
け
る
彼
の
呆
た
し
た
役
割
の

重
要
性
に
つ
い
て
は
、
楊
仁
憧
氏
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
(
楊
仁
憧
『
園
賓
沈
浮
録
|
|
故
宮
散
侠
書
書
見
開
放
略
|
|
』

増
訂
本
(
遼
海
出
版
祉
、
一
九
九
九
年
)
第
一
章
第
三
節
「
清
代
壁

寂
家
活
動
概
述
」
二
二
頁
)
o

ま
た
、
注
運
天
「
巻
内
巻
外
談
|
|

讃
唐
寅
《
黄
茅
渚
小
景
を
》
而
想
起
|
|
」
(
『
L

上
海
博
物
館
集
刊
』

第
九
期
、
L

上
海
博
物
館
、
二
O
O
二
年
)
三
四
六
八
頁
の
中
で
も
、

唐
寅
の
童
巻
に
附
さ
れ
た
徐
守
和
の
版
文
に
つ
い
て
考
諮
す
る
中
で
、

本
論
文
で
採
り
上
げ
た
主
な
史
料
を
引
用
し
つ
つ
、
こ
の
書
一
審
の
貰

十
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買
に
関
わ
っ
た
王
越
石
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。

(
6
)

王
越
石
の
所
戒
印
に
つ
い
て
は
、
越
孟
煩
《
玄
妙
観
重
惰
三
門

記
》
(
東
京
圏
立
博
物
館
所
戒
、
後
掲
註
(
お
)
参
照
)
・
仰
讃
《
松

林
一
苧
子
園
》
(
墓
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
)
に
、
「
王
廷
培
印
」
と
築
刻

さ
れ
た
同
一
の
状
戴
印
が
捺
さ
れ
る
。
《
松
林
亭
子
園
》
の
園
版
は

『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
七
巻
「
元
」
(
小
向
学
館
、
一
九
九

九
年
)
九
九
頁
な
ど
を
見
ょ
。
ま
た
、
現
在
は
賓
物
が
失
わ
れ
た
侃

蹟
《
獅
子
林
園
》
に
も
王
越
石
の
「
時
金
賞
岡
書
」
が
あ
っ
た
と
い
う

(
呉
其
貞
『
書
輩
記
』
巻
三
「
伺
雲
林
趨
普
長
合
作
獅
子
林
園
紙
書
一

一巻」)。

(
7
)

か
つ
て
張
玉
書
が
記
し
た
美
紹
書
停
が
存
在
し
た
と
惇
え
ら
れ
る

が
(
『
乾
隆
丹
陽
牒
志
」
巻
一
七
「
儒
林
」
明
)
、
現
行
の
『
文
貞
公

集
』
ほ
か
、
張
王
室
田
の
著
作
に
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
原
文

に
つ
い
て
は
未
見
。

(
8
)

『
乾
隆
丹
陽
牒
志
』
巻
一
八
「
仙
穣
」
o

紫
柏
達
観
の
丹
陽
来
訪

の
年
次
に
つ
い
て
は
、
活
佳
玲
『
紫
柏
大
師
生
千
及
其
思
想
研
究
」

(
中
華
倒
的
学
研
究
所
論
叢
二
八
、
法
鼓
文
化
、
二

0
0
一
年
)
附
録

一
「
紫
柏
員
可
年
譜
」
に
よ
る
。
こ
の
時
彼
を
迎
え
た
の
は
、
地
元

の
望
族
、
賀
・
孫
の
二
氏
で
あ
っ
た
と
い
う
。

(
9
)

以
上
『
乾
隆
丹
陽
勝
志
」
巻
一
七
「
儒
林
」
明
。
陳
縫
儒
と
の
交

際
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
だ
が
、
『
環
据
譜
』
に
は
し
ば
し
ば
陳
鱗

儒
の
青
葉
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

美
己
フ
匂
O

(
日
)
『
韻
石
蔚
筆
談
』
巻
上
「
金
田
容
」
・
同
童
H

岩
下
「
徽
宗
高
士
園
」
0

こ
の
時
に
受
け
た
詩
ム
叩
冊
は
、
後
に
呉
侍
御
な
る
人
物
を
介
し
て
王

667 

」

鐸
の
も
と
に
迭
ら
れ
(
年
次
は
不
明
)
、
題
践
が
附
さ
れ
た
(
『
擬
山

国
選
集
』
巻
三
九
「
題
政
」
二
「
政
菱
二
酉
詰
命
櫛
」
)
。
弘
光
政
権

の
も
と
で
、
王
鐸
と
美
紹
書
と
は
お
そ
ら
く
直
接
に
面
識
を
持
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
言
及
し
た
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
見
あ
た
ら

な
い
。
政
文
中
で
玉
鐸
は
、
美
紹
書
を
許
し
て
「
妥
鳳
阿
先
生
(
美

賓
の
字
)
の
再
来
」
な
ど
と
通
り
一
遍
の
こ
と
を
述
べ
る
に
と
ど
ま

る
。
ま
た
王
鐸
の
弟
の
王
鏑
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
後
述
。

(
日
)
「
韻
石
斎
筆
談
」
虫
色
下
「
書
家
徐
一
成
」
o

嘗
時
、
董
其
昌
は
種
部

命
圭
目
を
奔
し
、
北
京
に
出
仕
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
董
其
昌
が
呉

易
(
楚
侯
)
な
る
人
物
を
雇
っ
て
書
の
作
品
を
代
作
さ
せ
て
い
た
の

を
、
美
紹
書
が
目
撃
し
た
の
は
こ
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
董
其
昌
の

も
と
に
書
書
一
の
作
品
の
依
頼
が
殺
到
し
、
複
数
の
代
作
者
を
雇
っ
て

そ
れ
に
磨
じ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
繭
本
雅
一
「
ま
ず
董
其
口
円

を
殺
せ
」
(
『
明
末
清
初
』
同
朋
舎
、
一
九
八
七
年
)
を
参
照
。

(
ロ
)
以
上
順
に
、
『
韻
石
一
新
筆
談
』
巻
上
「
非
羽
翠
硯
」
・
同
書
巻
下
「
徽

宗
高
士
園
」
・
『
無
馨
詩
史
」
巻
七
「
主
文
彦
初
」
・
『
韻
石
市
淵
筆
談
」
を

上
「
節
慎
庫
銅
虹
」
。

(
日
)
「
噴
据
譜
』
を
中
「
岡
賓
緒
一
三
口
」
。
こ
の
時
期
の
妥
紹
書
に
つ
い

て
は
後
述
。
首
時
の
同
僚
に
は
董
組
和
(
字
は
孟
種
、
一
作
孟
履
、

董
其
昌
の
長
男
)
が
お
り
、
美
紹
書
は
彼
が
所
有
す
る
家
惇
の
黄
公

望
《
天
池
石
壁
園
》
を
見
た
り
(
『
韻
石
粛
筆
談
』
巻
下
「
黄
子
久

天
池
石
壁
園
」
)
、
弘
光
政
権
下
で
の
文
臣
・
武
弁
に
針
す
る
恩
賞
の

濫
愛
を
嘆
き
、
行
く
末
を
案
じ
た
り
し
て
い
る
(
『
理
据
譜
』
谷
中

「
『
リ
人
臣
玉
帯
」
)

0

(
U
)

以
上
『
韻
石
薪
筆
談
』
巻
上
「
鼎
鳴
」
・
『
項
据
譜
』
巻
上
「
憂
龍

十

「
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668 

楓」
o

順
治
九
年
(
一
六
五
二
)
七
月
一
八
日
に
、
呉
其
貞
が
妥
紹

書
の
家
を
訪
問
し
て
い
る
が
(
『
童
H

書
記
』
巻
一
一
一
「
米
元
章
多
景
棲

詩
二
百
」
、
後
述
)
、
あ
る
い
は
こ
の
時
岐
に
美
紹
書
は
世
を
去
っ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
。

(
日
)
以
上
、
英
其
貞
『
書
室
旦
記
』
巻
二
「
蘇
黄
米
察
詩
翰
四
則
筋
一

を
」
・
郁
逢
慶
『
郁
氏
主
自
主
題
政
記
』
巻
一
一
「
石
田
金
山
園
」
・
迂

珂
玉
『
珊
瑚
網
』
巻
四
四
「
勝
園
十
二
名
家
」
。
北
宋
の
時
代
に
製

作
さ
れ
た
、
か
か
る
的
古
定
窯
白
磁
の
遺
存
例
と
し
て
は
、
《
白
磁

弦
紋
三
足
檎
》
(
北
京
故
宮
博
物
院
所
蔵
)
・
《
白
磁
隻
獣
耳
基
》
(
墓

北
故
宮
博
物
院
所
蔵
)
が
閉
争
、
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
北
宋

宮
廷
の
御
用
器
と
し
て
特
別
に
制
作
さ
れ
(
禁
廷
裂
様
)
、
台
時
の

「
好
古
の
風
」
を
反
映
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
問
題
の
定
窯
鼎
が
、

は
た
し
て
北
宋
惇
来
の
「
本
物
」
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
結
局
の
所

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
明
代
に
は
徳
化
窯
な
ど
で
古
銅
器
を
模
し
た
多

く
の
佑
古
作
品
が
制
作
さ
れ
て
お
り
(
後
掲
註
(
お
)
察
攻
芥
論
文

二
七
二
頁
お
よ
び
固
四
を
参
照
)
、
こ
れ
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
本
論
考
で
は
、
明
末

清
初
の
賞
翠
家
た
ち
が
そ
れ
を
「
本
物
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が

重
要
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
異
贋
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
問
わ
な
い
。

な
お
《
白
磁
讐
獣
耳
基
》
の
墨
書
か
ら
、
一
時
期
こ
の
作
品
が
王
鋪

の
所
有
に
婦
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
以
上
、
北
宋
の
仇
古
定

窯
ム
円
磁
に
つ
い
て
は
、
穆
青
『
定
奈
義
術
」
(
燕
超
文
化
系
列
、
河

北
教
育
出
版
枇
、
二

O
O
二
年
)
一
一
二
三
頁
を
参
照
。

(
日
)
『
隆
慶
丹
陽
豚
志
』
巻
六
「
選
拳
」
進
士
・
園
朝
。
丹
陽
豚
城
の

東
に
あ
る
、
水
済
郷
に
は
曲
水
村
な
る
地
名
が
あ
り
(
「
隆
慶
丹
陽
豚

」

「
建
置
沿
革
」
郷
里
保
坊
)
、
こ
の
地
に
ち
な
ん
だ
命
名

士
心
』
巻
一

ふ
以

(
口
)
「
韻
石
蔚
筆
談
」
巻
下
「
河
荘
淳
化
帖
」
o

い
わ
ゆ
る
「
大
曜
の

議
」
を
め
ぐ
っ
て
、
嘉
靖
八
年
(
一
五
二
九
)
に
楊
一
清
が
失
脚
し

た
際
、
と
ば
っ
ち
り
を
怖
れ
た
孫
育
は
、
思
人
の
楊
一
清
を
誹
誇
す

る
丈
章
を
密
か
に
用
意
し
て
い
た
が
、
そ
の
ま
ま
急
死
し
て
し
ま
い
、

晩
節
を
汚
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
惇
え
ら
れ
る
(
陸
相
『
乗
良

堂
雑
著
摘
抄
」
)

0

(
凶
)
孫
禎
は
、
も
と
孫
方
の
五
人
兄
弟
の
末
子
で
あ
っ
た
が
、
子
無
く

し
て
死
ん
だ
孫
育
の
継
子
と
な
っ
た
。
彼
は
経
史
の
皐
か
ら
稗
官
小

説
に
至
る
ま
で
蔦
巻
の
書
を
讃
破
し
、
傍
ら
殴
亘
干
に
も
通
じ
る
と
い

う
多
才
な
文
人
で
あ
っ
た
(
『
妥
鳳
阿
文
集
」
巻
一
一
一
「
石
雲
居
士

孫
君
墓
誌
銘
」
)

0

孫
禎
と
美
賓
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
述
。
ま
た
、

葉
口
円
批
判
『
威
主
目
紀
事
詩
』
巻
二
の
、
丹
陽
孫
氏
・
賀
氏
に
つ
い
て
の

記
述
も
参
照
。

(
印
)
美
賓
は
、
文
中
で
「
孫
男
女
各
二
人
、
孫
某
某
」
と
の
み
記
す
が

(
「
石
雲
居
士
孫
君
墓
誌
銘
」
)
、
主
主
紹
童
日
は
「
余
の
組
の
養
前
公

(
お
そ
ら
く
美
士
麟
の
競
)
、
乃
ち
石
雲
孫
先
生
の
館
甥
な
り
」
と

記
す
(
『
韻
石
薪
筆
談
』
巻
L
L

「
天
成
太
極
園
」
)

0

ま
た
陳
制
服
儒

『
陳
眉
公
先
生
全
集
』
巻
一
一
一
「
孫
石
雲
遺
書
序
」
は
、
孫
禎
の
遺

稿
の
出
版
に
必
田
た
っ
て
「
美
重
生
」
が
陳
制
服
儒
に
委
嘱
し
た
序
文
だ

が
(
年
次
は
不
明
、
『
孫
石
雲
遺
書
』
は
現
存
せ
ず
)
、
お
そ
ら
く
こ

れ
も
美
士
麟
を
指
す
。
文
章
白
龍
は
「
美
宮
保
」
、
す
な
わ
ち
美
賓

撰
の
墓
誌
銘
を
節
略
し
た
も
の
。

(
初
)
史
乗
に
よ
れ
ば
丹
陽
が
倭
冠
の
大
攻
勢
に
見
舞
わ
れ
た
の
は
、
嘉

十

「

30 

「



L 

去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
国
中
日
宍
)
出
・
3
1
J待

ー「

靖
三
四
年
(
一
五
五
五
)
夏
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
(
美
賓
「
丹
陽
豚
新
城
記
」
『
隆
慶
丹
陽
豚
志
』
径
一
所
収
)

0

(
幻
)
『
高
暦
丹
徒
豚
志
』
巻
三
「
思
蔭
」
。
伯
齢
は
お
そ
ら
く
新
弘
の

字
と
思
わ
れ
る
が
、
『
高
幡
汁
徒
牒
志
』
で
は
そ
の
部
分
が
泊
さ
れ

て
い
て
確
認
で
き
な
い
。

(
泣
)
ま
た
美
紹
書
は
『
韻
石
斎
筆
談
』
に
お
い
て
、
故
郷
の
丹
陽
の
誇

る
文
物
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
言
及
す
る
が
、
こ
れ
も
同
じ
意
固
に
基

づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
延
陵
の
季
子
の
墓
に
刻
ま
れ
た

孔
子
の
書
に
閲
す
る
考
察
や
(
巻
下
「
延
陵
十
字
碑
」
)
、
宋
代
の
同

郷
人
、
陳
東
の
忠
義
を
額
彰
し
た
高
宗
の
論
詰
の
紹
介
(
巻
下
「
陳

少
陽
論
詰
」
)
な
ど
。
な
お
孫
育
は
、
正
徳
一
一
年
(
一
五
一
六
)

に
、
子
孫
の
陳
肝
・
丹
陽
知
豚
の
申
稗
ら
と
と
も
に
『
宋
陳
少
陽
先

生
主
忠
録
』
八
巻
を
増
訂
・
刊
行
、
こ
の
と
き
序
文
を
北
京
に
い
た

楊
一
清
に
貰
い
受
け
て
い
る
(
『
善
本
書
宗
城
書
志
』
巻
二
九
・
『
隆

慶
丹
陽
豚
志
』
巻
一
一
一
「
義
文
」
所
引
『
蓋
忠
録
』
序
)

0

(
お
)
味
岡
義
人
「
周
丹
泉
考
|
|
明
末
景
徳
鎮
窯
の
民
匠
に
つ
い
て

|
|
」
(
『
集
刊
東
洋
事
』
三
九
期
、
一
九
七
八
年
)
・
薬
攻
芽
「
蘇

州
工
妻
家
周
丹
泉
及
其
時
代
」
(
『
匝
域
輿
網
路
|
|
近
千
年
来
中
国

美
術
史
研
究
園
際
皐
術
討
論
曾
論
文
集
|
|
』
園
立
塞
湾
大
事
審
一
扇

史
研
究
所
、
二

O
O
一
年
)
o

と
り
わ
け
、
味
岡
氏
の
、
首
時
盛
行

し
た
玩
古
(
骨
董
)
趣
味
に
闘
す
る
指
摘
は
重
要
。

(
但
)
唐
順
之
の
門
人
で
も
あ
っ
た
王
稗
登
に
よ
れ
ば
、
同
丹
泉
が
唐
鶴

徴
の
も
と
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
高
暦
五
年
(
一
五
七

七
)
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
寓
暦
一
九
年
(
一
五
九

一
)
に
成
立
し
た
『
遵
生
八
段
』
巻
一
四
「
論
定
窒
…
」
に
お
い
て
、

669 

」

周
丹
泉
は
賞
代
き
つ
て
の
古
陶
磁
(
と
り
わ
け
定
窯
白
磁
)
模
造
の

名
手
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
ま
で
に
至
る
。
彼
が
唐
家
惇
世
の
定
窯
鼎

を
模
造
し
た
の
も
、
お
そ
ら
く
高
暦
年
間
前
半
の
時
期
と
見
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

(
お
)
流
震
蓋
に
つ
い
て
は
李
日
華
「
味
水
軒
H
記
』
巻
二
・
高
暦
三
八

年
(
一
六
一

O
)
一
一
一
月
一
八
日
係
、
ま
た
『
佑
致
堂
集
』
巻
九
に
も

こ
れ
に
寄
せ
た
七
言
絶
句
を
牧
め
る
。
流
霞
蓋
は
そ
の
顔
料
に
工
夫

が
あ
る
ら
し
く
、
李
日
華
は
三

O
金
の
債
を
附
け
て
五

O
個
を
迭
ら

せ
る
よ
う
手
配
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
全
て
別
人
に
よ
っ
て
横
領

さ
れ
て
し
ま
い
、
彼
の
手
許
に
届
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
李
日

華
は
、
「
薄
き
こ
と
鶏
卵
の
幕
の
如
く
、
坐
白
愛
す
可
し
、
一
枚
の

重
さ
は
半
鉢
」
と
い
う
「
卵
幕
杯
」
に
つ
い
て
も
絶
賛
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
『
紫
桃
軒
雑
緩
』
巻
一
。

(
お
)
崇
頑
一
五
年
(
一
六
回
二
)
五
月
一
一
一
一
日
に
、
定
窯
鼎
の
正
副
二

封
を
目
賭
し
た
呉
其
貞
は
、
爾
者
の
色
や
質
感
の
相
違
が
明
瞭
だ
っ

た
こ
と
を
述
べ
(
『
書
童
記
』
巻
二
「
蘇
黄
米
察
詩
翰
四
則
局
一

巻
」
)
、
こ
の
黙
は
美
紹
書
の
話
と
一
致
し
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
明
末

の
徽
州
有
数
の
コ
レ
ク
タ
l
、
程
季
白
の
所
有
す
る
定
窯
白
磁
の
燈

に
も
言
及
す
る
が
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
呉
履
震
「
五
茸
志
逸
』

巻
三
「
白
定
憧
」
の
記
事
と
併
せ
、
別
稿
に
て
述
べ
る
。
こ
の
白
磁

憶
も
、
順
治
九
年
(
一
六
五
二
)
一

O
月
二
八
日
段
階
で
、
嘉
興
の

挑
氏
の
手
を
経
て
玉
鏑
の
も
と
に
渡
っ
て
い
た
こ
と
が
、
呉
其
貞
に

よ
っ
て
目
撃
さ
れ
て
い
る
(
『
書
書
一
記
」
巻
三
「
高
房
山
浦
湘
畑
雨

困
絹
書
二
幅
」
)

0

(
幻
)
本
文
中
で
は
些
か
わ
か
り
に
く
い
が
、
結
局
こ
の
後
、
唐
献
可
は
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杜
九
如
に
封
し
て
定
窯
鼎
の
本
物
と
贋
物
の
雨
方
を
共
に
輿
え
た
よ

う
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
後
に
績
く
話
の
展
開

に
う
ま
く
符
合
し
な
い
こ
と
、
呉
其
貞
が
こ
の
定
窯
鼎
を
賓
日
比
し
た

際
に
、
唐
家
惇
米
の
本
物
と
刷
汁
泉
作
の
贋
物
と
を
同
時
に
鑑
賞
し

て
い
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
判
明
す
る
。
ま
た
、
雨
方
を
潔
く
譲
り
渡

し
て
こ
そ
唐
献
可
の
大
物
ぶ
り
が
生
き
て
こ
よ
う
。

(
お
)
文
中
「
此
霧
之
遇
文
旦
」
と
あ
る
の
は
、
陪
末
の
乱
世
に
天
下
取

り
を
目
指
し
た
札
零
客
(
姓
は
張
氏
)
が
、
後
の
唐
の
太
宗
李
世
民

と
同
舎
い
、
彼
を
「
直
(
の
天
子
」
と
見
抜
い
て
逃
げ
去
っ
た
、
と
い

う
、
社
光
庭
「
札
等
客
停
」
を
踏
ま
え
る
。
そ
し
て
「
葉
公
の
好
」

と
は
、
龍
の
給
を
愛
好
し
て
や
ま
な
い
葉
高
が
本
物
の
龍
に
出
く
わ

し
て
生
き
た
心
地
を
失
っ
た
、
と
い
う
、
劉
向
『
新
序
』
に
あ
る
話

を
踏
ま
え
た
言
葉
。
並
べ
て
置
い
た
と
た
ん
、
そ
の
員
債
を
輝
き
現

す
本
物
の
定
窯
鼎
と
、
外
見
だ
け
が
そ
っ
く
り
な
贋
物
の
定
窯
鼎
と

の
釘
比
も
、
こ
の
唐
献
可
と
杜
九
如
の
あ
り
方
に
釘
廃
し
て
お
り
、

ひ
い
て
は
美
紹
書
に
よ
る
「
耳
食
の
従
」
に
封
す
る
批
判
と
も
な
っ

て
い
る
。

(
お
)
銭
謙
盆
「
母
王
氏
贈
安
人
」
に
よ
れ
ば
、
黄
正
賓
の
母
の
姓
は
王

氏
(
『
牧
薪
初
筆
集
」
巻
九
五
「
太
僕
寺
寺
丞
黄
正
賓
授
承
徳
郎
」

附
)
o

兄
の
黄
山
は
、
詳
は
正
書
、
字
は
安
世
、
黄
山
は
そ
の
競
。

太
皐
生
よ
り
光
称
土
寸
良
阻
署
署
丞
に
至
る
(
『
新
安
休
寧
名
族
志
」

を
一
「
居
安
黄
氏
」
)
。

(
初
)
以
上
順
に
、
『
童
呈
旦
記
』
巻
二
「
伺
雲
林
竹
柏
岡
小
紙
書
二
幅
」
・

同
書
省
三
「
陸
放
翁
七
言
梅
花
詩
二
首
一
巻
」
・
同
書
巻
四
「
李
唐

夜
瀞
園
大
絹
書
一
巻
」
0

」

(
訂
)
呉
廷
に
閥
す
る
惇
記
史
料
に
つ
い
て
は
、
馬
泰
来
「
絵
清
斎
主
人

呉
廷
奥
錦
衣
劉
承
桔
|
|
晩
明
二
書
室
収
蔵
家
惇
略
|
|
」
(
『
明
人

文
集
奥
明
代
研
究
』
、
中
園
明
代
研
究
墜
舎
、
二

O
O
一
年
)
二
八

九
二
九
三
頁
を
参
照
。
董
其
昌
と
、
呉
廷
を
は
じ
め
と
す
る
徽
州

の
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
と
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
は
、
在
世
清
「
董
其

昌
的
交
瀞
」
(
ヨ
2
1
]
S自
国

C
O
L
Y

叫J
b
q
(
》
ミ
ロ
ミ
ミ
叫
J
N
h
a
h
(
U
Eー

円

b
u
Q
S
h
H
h
u
u
N
G
ω
q
d。
N淀
川
吉
刈

H
N

叶
『
。

zo-出
口
口
〉
己
ロ
ロ
田

昌
5
2
B
G
H
k
f
F
E
ω
N
所
収
)
第
三
部
分
鑑
蔵
同
好
・
三
新

安
朋
好
(
四
七
三
五
百
ハ
)
に
多
数
の
事
例
を
挙
げ
て
述
べ
ら
れ
て

い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
中
砂
明
徳
『
江
南
|
|
中
国
丈

雅
の
源
流
|
|
』
(
講
談
枇
遺
書
メ
チ
エ
二
五

O
、
二

O
O
二
年
)

第
一
章
「
趣
味
の
市
場
」
五
九
六
O
頁
に
は
、
高
暦
一
八
年
(
一

五
九

O
)
頃
か
ら
親
交
を
結
ん
だ
董
其
口
円
と
呉
廷
と
が
、
互
い
の
名

撃
と
賓
務
能
力
と
を
利
用
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
首
時
の
芸
術
市

場
を
牽
引
し
て
い
っ
た
様
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

(
沼
)
遜
之
璽
卿
と
は
、
宰
相
王
錫
爵
の
孫
に
し
て
「
四
王
」
の
一
人
と

し
で
も
知
ら
れ
る
五
時
放
の
こ
と
。
彼
は
董
其
昌
の
親
友
で
も
あ
っ

た
。
ま
た
、
王
越
石
が
促
慣
の
作
品
の
取
引
に
積
極
的
な
様
も
注
目

さ
れ
る
。

(
お
)
李
H
華
を
は
じ
め
と
す
る
嘉
興
人
の
記
録
に
は
、
彼
が
黄
正
賓
と

従
兄
弟
の
関
係
に
あ
っ
た
た
め
か
、
し
ば
し
ば
「
黄
越
石
」
と
も
記

さ
れ
て
い
る
が
、
同
一
人
物
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な

、ν

(
は
)
《
長
沙
帖
》
(
あ
る
い
は
《
経
帖
》
)
と
は
、
数
あ
る
《
淳
化
閑

帖
》
の
う
ち
で
も
、
宋
拓
の
名
品
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
の
一
つ
で
、

十
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こ
の
時
代
肢
に
完
本
は
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
。
古
拓
の
法
帖
に
つ
い

て
は
、
《
定
武
蘭
亭
帖
》
も
玉
越
石
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
封
し
て
李
円
華
は
、
閣
立
本
作
と
稀
す
る
偏
筆
の
《
蘭
亭

園
》
を
附
す
る
な
ど
鈴
計
な
作
潟
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
法
帖

本
髄
は
紛
れ
も
な
く
本
物
で
あ
る
、
と
い
う
見
立
て
を
行
っ
て
い
る

(
李
日
華
『
六
研
薪
筆
記
」
巻
二
)

0

(
お
)
李
日
華
『
六
研
粛
二
筆
」
巻
四
。
こ
の
作
品
に
閲
す
る
記
事
は
同

書
巻
二
に
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
李
日
華
が
こ
の
時
に
見
た
の
は
、
移

録
さ
れ
た
諸
家
の
題
肢
か
ら
《
雨
後
六
エ
林
岡
》
と
思
わ
れ
る
(
吉
室
湾

故
宮
博
物
院
所
戚
)
。
こ
の
作
品
は
高
暦
四
五
年
(
一
六
一
七
)
に

張
升
が
見
て
お
り
(
後
述
)
、
こ
の
時
以
来
ず
っ
と
壬
越
石
の
秘
蔵

作
品
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

(
お
)
『
析
致
堂
集
』
巻
ゴ
ヱ
ハ
「
元
超
文
敏
童
H

玄
妙
観
重
修
三
門
記
」
0

張
丑
『
置
(
蹟
円
録
』
初
集
に
よ
れ
ば
、
こ
の
股
文
は
董
其
昌
・
陳
鱗

儒
の
も
の
と
並
ん
で
崇
禎
二
年
(
一
六
二
九
)
秋
円
に
記
さ
れ
た
も

の
。
《
殿
記
》
・
《
三
門
記
》
と
は
、
宋
代
に
天
慶
観
と
稽
さ
れ
て
い

た
蘇
州
城
内
の
遁
観
が
、
元
の
至
元
二
五
年
(
一
二
八
八
)
に
玄
妙

観
と
改
稽
さ
れ
賜
額
さ
れ
た
際
に
、
三
清
殿
と
三
門
が
重
修
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
て
記
さ
れ
た
《
玄
妙
観
重
惰
三
清
殿
記
》
・
《
玄
妙
観

重
惰
三
門
記
》
を
指
す
。
《
三
門
記
》
は
現
在
束
京
園
立
博
物
館
に

所
寂
さ
れ
て
い
る
。
園
版
は
『
海
を
渡
っ
た
中
園
の
書
l
l
|
エ
リ
オ

ッ
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
宋
元
の
名
蹟
|
|
』
(
大
阪
市
立
美
術
館

展
示
曾
国
銀
、
二

O
O
三
年
)
一
九
二
|
一
九
五
頁
を
見
よ
。

(
釘
)
『
析
致
堂
集
』
巻
三
七
「
題
王
越
石
戒
書
一
冊
」
o

こ
の
書
一
冊
は
、

あ
る
い
は
『
六
研
薪
三
筆
』
巻
三
に
登
場
す
る
、
王
越
石
持
参
の

671 

」

《
宋
元
書
一
冊
一
》
を
指
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

(
お
)
前
掲
註
(
幻
)
中
砂
書
六
二
三
頁
、
お
よ
び
井
上
充
幸
「
明
末

の
文
人
李
日
華
の
趣
味
生
活
|
|
『
味
水
軒
日
記
」
を
中
心
に

|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
五
九
巻
第
一
媛
、
二

0
0
0年)。

(
お
)
「
清
河
書
書
一
紡
』
巻
四
補
遺
「
侃
元
鎮
秋
林
野
興
岡
詠
」
0

《
俄
屑

城
東
国
》
は
、
現
在
《
水
竹
居
園
》
の
名
で
知
ら
れ
、
現
在
中
園
歴

史
博
物
館
が
所
蔵
。
こ
の
目
、
張
丑
は
王
越
石
が
持
参
し
た
仰
讃

《
雨
後
空
林
生
白
畑
》
を
も
鑑
賞
し
て
お
り
、
こ
れ
は
後
に
李
日
華

が
目
賭
し
た
《
雨
後
空
林
園
》
に
他
な
ら
な
い
。

(
羽
)
例
え
ば
書
の
作
品
で
は
、
韓
世
能
奮
裁
の
王
義
之
《
謝
司
馬

帖
》
・
唐
人
臨
寝
《
大
這
帖
》
(
以
上
『
清
河
童
日
書
紡
』
巻
二
補
選
)
、

項
元
一
汗
奮
磁
の
徐
浩
《
貨
林
寺
詩
》
・
李
邑
《
永
康
帖
》
(
以
上
張
丑

『
量
六
蹟
日
銀
』
二
集
)
、
肢
嵩
奮
裁
の
越
孟
煩
《
中
峰
和
向
懐
添
土

詩
》
・
《
酒
徳
領
》
な
ど
(
以
上
『
巳
巨
(
蹟
日
銀
』
初
集
)
0

主
且
の
作
品

で
は
、
巌
嵩
・
呉
廷
董
百
戒
の
呉
遁
玄
《
施
檀
一
肺
像
》
、
沈
周
《
臥
議

小
冊
》
な
ど
(
以
上
『
己
県
蹟
H
録
』
初
集
)

0

(
引
)
任
問
玉
「
珊
瑚
網
』
巻
四
三
「
韻
粛
質
、
賞
」
。
記
述
中
、
姓
が

「
黄
」
と
あ
る
が
、
明
ら
か
に
「
王
」
の
誤
り
。
ち
な
み
に
、
文
中

「
士
円
給
の
雨
函
」
・
「
二
冊
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
童
旦
冊
に
収
め
ら
れ

た
作
品
が
、
注
刑
玉
に
よ
っ
て
甲
乙
の
品
題
を
附
け
ら
れ
、
二
切
に

分
け
て
装
丁
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
必
)
「
胡
麻
む
仙
子
」
と
は
、
天
蓋
山
に
薬
草
を
採
り
に
行
っ
た
二
人

の
男
が
、
胡
麻
飯
に
導
か
れ
て
仙
女
と
出
曾
い
、
半
年
間
楽
し
く
過

ご
し
た
後
故
郷
に
戻
る
と
、
す
で
に
一

O
世
代
が
過
ぎ
て
お
り
村
は

荒
れ
果
て
て
い
た
、
と
い
う
、
『
紳
仙
記
』
等
に
見
え
る
故
事
を
踏
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ま
え
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
書
一
冊
が
戻
っ
て
き
て
み
れ
ば
、

元
の
主
人
で
あ
る
自
分
は
す
っ
か
り
零
落
し
て
し
ま
っ
て
い
た
、
と

い
う
感
慨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

(
必
)
『
歴
代
名
釜
圏
諸
』
は
、
項
元
一
汗
が
自
ら
蒐
集
し
た
陶
磁
器
の
彩

色
カ
タ
ロ
グ
で
あ
り
、
北
宋
の
五
大
名
窯
の
惇
世
品
か
ら
、
明
の
正

徳
年
間
の
宜
興
窯
砂
器
に
至
る
ま
で
珍
奇
な
作
品
が
並
び
、
常
時
の

的
古
作
品
愛
好
の
風
潮
が
知
ら
れ
る
。
原
本
は
す
で
に
失
わ
れ
、
清

末
の
光
緒
一
二
年
(
一
八
八
六
)
郭
藻
昌
複
刻
本
が
あ
る
。
ま
た
、

買
瑞
林
《
墨
林
山
人
像
》
(
塞
北
故
宮
博
物
院
所
戴
)
に
は
、
傍
ら

の
卓
上
に
蓋
座
を
備
え
た
獣
面
紋
鼎
が
置
か
れ
て
お
り
、
{
疋
窯
鼎
の

鑑
賞
方
法
に
つ
い
て
具
鰐
的
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
鄭
銀
淑

『
項
元
沖
之
書
書
一
枚
戒
奥
雲
術
』
(
雲
術
叢
刊
、
文
史
哲
出
版
一
吐
、

一
九
八
四
年
)
二
五
二
一
頁
国
版
一
を
参
照
。

(
叫
)
『
戒
書
紀
事
詩
』
巻
七
に
は
、
主
越
石
・
苦
一
正
賓
の
登
場
す
る

「
定
窯
鼎
記
」
後
小
部
分
が
、
関
連
文
献
と
共
に
引
か
れ
て
い
る
。

美
紹
書
自
身
が
、
王
越
石
と
直
接
面
識
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
こ

の
定
窯
鼎
の
賓
物
を
見
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
(
貫
は
は
っ
き
り
し

な
い
。
し
か
し
、
王
越
石
が
こ
の
定
窯
鼎
を
書
霊
紡
に
携
え
て
諸
方

の
コ
レ
ク
タ
l
の
所
を
巡
っ
て
い
た
こ
と
は
、
他
の
資
料
に
よ
っ
て

も
確
認
で
き
、
美
紹
書
も
こ
れ
ら
の
い
き
さ
つ
に
関
わ
っ
た
複
数
の

人
々
と
直
に
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
話
の
骨
子
は
お
お
む
ね
事
賓

に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(
釘
)
黄
正
賓
「
皇
儲
冊
立
向
虚
輔
臣
好
計
可
擦
疏
」
(
呉
亮
『
蔦
暦
疏

紗
」
巻
一
八
「
愛
好
類
」
所
収
)
。
ヵ
、
不
に
よ
っ
て
官
位
を
得
た
こ

と
を
恥
じ
て
、
ム
叩
が
け
の
上
奏
を
決
意
し
た
と
さ
れ
る
。

」

(
必
)
こ
の
時
、
黄
正
賓
を
擁
護
し
た
東
林
振
の
高
禁
龍

-
T孔
粂
・
岳

元
整
ら
か
ら
は
、
激
闘
の
書
簡
が
寄
せ
ら
れ
(
『
高
子
遺
棄
目
』
巻
八

下
「
奥
黄
黄
石
」
・
『
子
景
素
先
生
山
居
稿
』
巻
六
「
筒
奥
黄
黄

石
」
・
『
潜
初
子
文
集
』
巻
六
「
輿
黄
黄
石
」
)
、
徽
州
の
呉
懐
賢
も
、

黄
正
賓
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
同
郷
の
先
輩
に
釘
し
大
い
に
敬
意

を
示
す
(
「
呉
翼
明
先
生
存
集
」
「
輿
黄
黄
石
璽
卿
書
」
・
「
候
青
山
黄
石

符
卿
啓
」
)
。
ま
た
、
同
じ
く
徽
州
の
迂
?
凡
一
三
一
円
も
、
黄
正
賓
を
介
し
て

束
林
黛
に
接
近
し
て
い
っ
た
(
黄
隼
素
『
黄
忠
端
公
文
署
』
巻
三

「
注
文
言
惇
」
)
。
呉
懐
賢
・
訳
文
言
は
と
も
に
、
天
啓
年
間
の
第
一

次
・
第
二
次
「
黄
山
の
獄
」
の
主
犯
格
と
し
て
命
を
落
と
し
て
い
る
。

詳
し
く
は
小
野
和
子
『
明
末
業
枇
考
|
|
東
林
黛
と
復
世
|
|
』

(
束
洋
史
研
究
叢
刊
五
O
、
同
朋
舎
、
一
九
九
六
年
)
を
見
よ
。
呉

其
貞
の
同
族
の
呉
懐
賢
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
(
1
)
筆
者
の
前
稿

第
二
章
第
二
笥
を
参
照
。

(
U
)

こ
の
と
き
の
制
詰
「
太
僕
寺
寺
丞
黄
正
賓
授
承
徳
郎
」
は
『
牧
薪

初
同
学
集
』
を
九
五
に
収
め
ら
れ
る
。

(
必
)
部
輔
忠
「
劾
李
二
一
才
貧
険
伎
横
田
大
罪
疏
」
、
『
榊
宗
賓
録
』
巻
四

六
五
、
寓
暦
三
七
年
一
二
月
乙
丑
係
。
部
輔
忠
は
、
李
二
才
と
釘
立

し
て
い
た
沈
一
貫
の
同
郷
人
で
あ
る
。
美
紹
書
も
本
丈
中
で
「
聾
気

を
窓
藷
し
て
緒
紳
に
瀞
び
、
頗
る
鼎
葬
・
書
査
を
蓄
う
」
と
述
べ
る
。

(ω)
本
文
中
で
は
、
「
廷
璃
と
同
籍
に
し
て
、
徽
州
に
て
中
表
と
栴
し
、

互
い
に
博
く
骨
董
を
易
え
て
以
て
娯
し
み
と
属
す
」
と
、
黄
正
賓
と

王
越
石
と
が
書
室
骨
董
を
交
換
し
て
い
た
こ
と
に
言
及
す
る
が
、
あ

る
い
は
こ
の
時
、
親
友
の
王
越
石
が
裏
か
ら
協
力
し
て
い
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
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(
印
)
『
韻
石
市
淵
筆
談
』
巻
上
「
文
王
鼎
」
o

韓
芹
城
は
、
詳
は
四
維
、

嵩
豚
の
人
。
崇
頼
回
年
(
一
六
三
一
)
の
進
士
で
、
孫
承
津
ら
と
同

年
、
経
建
議
官
を
授
け
ら
れ
た
。
彼
は
後
に
李
白
成
に
投
降
し
、
二

蔦
金
を
積
ん
で
園
子
監
司
業
へ
の
任
命
を
求
め
て
弘
文
館
修
撰
と
な

る
も
、
清
軍
の
北
京
入
城
の
日
に
孫
承
淳
と
脱
出
し
た
(
李
天
根

『
燭
火
録
』
巻
一
、
甲
申
三
月
二
十
六
日
甲
寅
僚
、
お
よ
び
同
書
巻

三
、
巾
申
五
月
初
三
日
庚
寅
係
)
o

呉
其
貞
は
順
治
九
年
(
一
六
五

一
一
)
正
月
以
降
、
蘇
州
に
あ
る
韓
芹
城
の
士
円
槍
堂
を
幾
度
も
訪
れ
お

り
、
韓
芹
城
が
長
男
の
小
月
と
も
ど
も
江
南
に
て
健
在
で
あ
っ
た
こ

と
を
惇
え
る
(
『
書
書
記
」
巻
一
一
一
「
張
近
儀
夏
山
固
小
紙
書
一
幅
」

ほ
か
)

0

(
日
)
方
以
智
『
物
理
小
識
』
巻
八
「
静
古
銅
器
法
」
0

「
渓
南
の
神
手
」

と
稽
さ
れ
た
呉
龍
な
る
人
物
は
、
官
一
徳
の
銅
燈
を
模
造
す
る
ほ
か
、

漠
代
の
玉
を
補
修
し
て
霊
壁
を
作
り
、
山
の
石
で
青
緑
の
古
銅
器
を

補
修
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
完
品
と
見
分
け
が
つ
か
な
か
っ
た
と
い
う

(
『
書
書
記
」
を
二
「
悦
雲
林
竹
梢
園
小
紙
重
一
幅
」
)

0

徽
州
を
は

じ
め
、
首
時
の
江
南
で
は
、
か
か
る
技
能
の
持
ち
主
に
は
事
鉄
か
な

か
っ
た
。

(
臼
)
『
書
書
一
記
』
巻
一
「
王
元
章
栴
月
園
小
紙
書
一
一
幅
」
o

徽
州
の
同

透
に
は
め
ぼ
し
い
窯
は
な
い
模
様
で
、
お
そ
ら
く
呉
民
も
、
さ
き
の

周
丹
泉
と
同
じ
く
、
山
一
つ
越
え
た
景
徳
鎮
ま
で
赴
い
て
仕
事
に
あ

た
っ
た
の
だ
ろ
う
。
前
掲
註
(
お
)
の
味
岡
氏
に
よ
れ
ば
、
周
丹
泉

が
陶
磁
器
の
制
作
を
全
て
専
門
職
人
に
任
せ
、
自
ら
は
意
匠
を
考
え

指
困
す
る
だ
け
で
、
作
品
に
自
ら
の
姓
を
冠
し
た
可
能
性
に
つ
い
て

の
指
摘
が
あ
り
、
呉
民
に
つ
い
て
も
あ
る
い
は
同
様
で
あ
っ
た
と
思
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」

わ
れ
る
。

(
日
)
許
重
県
『
明
不
甲
申
円
紀
附
録
』
巻
三
「
哀
帝
」
、
九
月
己
丑
除
、

お
よ
び
「
燭
火
録
』
巻
六
、
甲
申
九
月
二

H
丁
亥
係
。
こ
の
報
復
人

事
は
、
あ
る
い
は
『
蛙
摘
録
』
作
成
の
過
程
で
、
名
前
の
奉
が
っ
た

黄
正
賓
に
狙
い
を
つ
け
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
弘
光
政
権
下
で
の

黛
争
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
(
必
)
小
野
書
第
八
章
第
二
節
を
参
照
。

(
日
)
項
承
恩
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
『
六
軒
斎
三
筆
』
巻
三
に
も
記

さ
れ
、
『
無
整
詩
史
』
虫
色
七
「
項
承
思
」
も
李
日
華
の
記
述
を
も
と

に
停
を
立
て
て
い
る
。
美
紹
童
日
が
彼
と
面
識
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は

不
明
。

(
日
)
陳
賓
良
『
瓢
揺
的
惇
統
|
|
明
代
城
市
生
活
長
巻
|
|
』
(
中
園

古
代
城
市
生
活
長
巻
叢
書
、
湖
南
出
版
靴
、
一
九
九
六
年
)
九
頁
。

ま
た
王
世
貞
は
『
雲
苑
后
一
言
』
に
お
い
て
幽
一
一
旦
坊
の
文
を
許
し
、
「
幽
豆

道
生
は
骨
董
障
の
如
し
。
量
六
贋
雑
陳
し
、
時
に
亦
た
賓
を
見
る
も
、

而
れ
ど
も
俣
詐
に
堪
え
ず
」
と
骨
董
庖
に
例
え
て
い
る
。
い
ず
れ
も

品
揃
え
に
ろ
く
な
も
の
が
な
い
と
榔
捻
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

首
時
の
骨
董
屈
の
雰
園
気
と
、
そ
の
流
行
の
様
を
う
か
が
わ
せ
て
く

れ
よ
う
。

(
日
)
美
紹
書
は
「
乙
酉
(
一
六
四
五
年
)
夏
日
に
、
余
先
宗
伯
の
義

荘
に
避
暑
す
。
日
献
の
家
と
需
週
な
れ
ば
、
恒
に
過
り
て
陪
言
し
、

因
り
て
三
器
を
出
し
て
余
に
示
す
」
と
記
し
、
背
(
正
賓
浸
後
す
ぐ
に

こ
の
三
つ
の
古
銅
器
を
鑑
賞
し
て
い
る
(
『
韻
石
市
刑
筆
談
」
巻
上

「
文
王
鼎
」
)

0

丹
陽
の
賀
氏
は
名
族
と
し
て
知
ら
れ
、
美
氏
と
も
幾

反
か
婚
姻
闘
係
を
結
ん
で
い
る
。
賀
日
献
も
お
そ
ら
く
美
紹
書
に
と

っ
て
縁
績
き
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
く
、
昔
一
正
賓
と
王
越
石
に
つ
い
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て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
彼
の
口
か
ら
つ
ぶ
さ
に
耳
に
し
て
い
た
と
忠

わ
れ
る
。

(
日
)
『
韻
石
市
岡
筆
談
』
巻
上
「
文
王
鼎
」
o

こ
の
時
、
五
錆
は
美
紹
書

に
釘
し
、
王
維
《
山
水
》
や
巌
嵩
奮
城
の
漢
玉
隻
印
、
「
革
命
の
後
、

内
需
の
珍
秘
は
人
間
に
散
落
」
し
た
結
果
「
燕
の
市
」
に
て
入
手
し

た
「
祖
母
線
」
な
る
賓
石
三
頼
な
ど
、
所
蔵
の
童
H

書
骨
董
を
披
露
し

て
い
る
。
『
環
裾
譜
』
巻
下
「
組
母
線
こ
に
も
こ
の
件
を
停
え
る
。

(
隠
)
『
韻
石
市
淵
筆
談
』
巻
上
「
文
王
鼎
」
o

順
治
九
年
(
一
六
五
二
)

一
O
月
二
八
円
に
、
央
其
貞
が
王
錆
の
も
と
で
目
撃
し
た
「
黄
黄
石

の
青
線
天
賓
鼎
一
隻
」
が
こ
れ
で
あ
ろ
う
(
『
書
輩
記
』
省
三
「
高

房
山
漏
湘
姻
雨
園
絹
重
一
一
帽
」
)

0

(
印
)
以
上
順
に
、
『
童
日
書
一
記
」
巻
三
「
陸
放
翁
七
言
梅
花
詩
二
首
一

巻
」
・
「
侃
雲
林
臨
王
淡
遊
竹
柏
園
小
紙
書
二
幅
」
・
「
察
君
誤
小
行
楢

書
詩
稿
一
巻
」
・
同
書
巻
四
「
宋
徽
米
軍
司
江
崎
梓
岡
絹
重
一
巻
」

(
削
)
李
天
根
は
、
馬
士
英
が
献
上
し
た
沈
周
の
給
書
に
弘
光
帝
が
数
字

を
署
し
た
こ
と
、
禁
中
で
盛
ん
に
演
劇
を
上
演
し
た
こ
と
、
ま
た
馬

士
英
が
コ
オ
ロ
ギ
を
闘
わ
せ
て
遊
ぶ
の
を
趣
味
に
し
て
い
た
こ
と
、

な
ど
を
惇
え
る
(
『
爆
火
録
』
巻
七
、
甲
申
各
十
月
十
日
甲
子
保
)

0

(
引
)
崇
禎
一
七
年
(
一
六
四
四
)
八
月
辛
未
に
は
、
何
磨
瑞
が
龍
鳳
・

林
座
や
(
円
殿
に
陳
設
す
る
金
玉
な
ど
に
か
か
る
費
用
「
約
数
十
蔦

金
」
に
つ
い
て
、
同
年
同
月
壬
申
に
は
、
工
部
左
侍
郎
の
高
停
が
器

皿
一
高
五
千
七
百
飴
件
に
か
か
る
費
用
六
千
八
百
六
十
飴
金
・
厨
役

の
衣
帽
の
料
銀
九
百
四
十
絵
金
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
節
約
す
る
よ

う
上
奏
し
て
い
る
(
談
遷
『
凶
権
』
省
一

O
二
)

0

(
臼
)
蒋
清
は
明
末
の
丹
陽
の
諸
生
で
、
義
侠
を
隼
ぴ
友
情
に
厚
い
人
物

」

で
あ
っ
た
と
惇
え
ら
れ
る
(
『
重
修
丹
陽
勝
志
』
巻
二
五
「
義
挙
」

園
朝
)
o

美
紹
書
の
曾
孫
た
ち
の
詳
し
い
事
跡
は
不
明
。

(
臼
)
張
範
我
は
、
詳
は
伯
駿
、
博
雅
に
し
て
好
占
を
惇
え
ら
れ
、
父
の

恩
蔭
に
よ
り
通
政
経
一
聴
を
拝
命
し
た
と
い
う
人
物
(
『
無
聾
詩
史
』

巻
四
「
張
伯
駿
」
)

0

彼
の
父
の
張
捷
は
、
字
は
前
之
、
赤
函
先
生
と

競
し
た
。
蔦
暦
四
一
年
(
一
六
二
二
)
の
進
士
で
「
清
廉
太
宰
」
と

稽
さ
れ
た
と
も
惇
え
ら
れ
る
が
、
弘
光
政
権
下
で
は
、
閣
議
の
推
暴

に
よ
り
吏
部
尚
書
に
登
っ
て
人
事
を
掌
握
し
た
こ
と
か
ら
、
束
林
汲

と
の
聞
に
政
治
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
翌
年
、
清
軍
の
南
京
入
城
に

際
し
、
難
鳴
山
寺
に
て
総
死
し
、
祉
税
に
殉
じ
た
(
『
乾
隆
汁
陽
豚

志
』
巻
一
七
「
郷
賢
」
明
)

0

(
似
)
「
瑳
堀
譜
」
巻
上
「
薪
侯
玉
啓
」
・
「
六
蝦
現
」
o

斎
侯
玉
警
は
、

一
六
四
五
年
に
千
夫
長
の
正
六
水
に
よ
っ
て
嘉
興
か
ら
掠
奪
さ
れ
た

後
、
南
京
に
流
れ
、
張
範
我
の
手
に
渡
っ
た
。
正
六
水
に
よ
る
項
氏

天
績
閤
奮
寂
品
の
掠
奪
に
つ
い
て
は
、
『
韻
石
薪
筆
談
」
巻
下
「
項

墨
林
牧
蔵
」
参
照
。

(
出
)
以
上
順
に
、
『
書
室
記
』
春
三
「
高
房
山
墨
竹
君
国
紙
書
二
巻
」
・

同
室
田
同
巻
「
侃
雲
林
超
善
長
合
作
獅
子
林
固
紙
章
一
巻
」
・
同
室
田
同

巻
「
宋
元
横
幅
大
量
旦
冊
一
本
二
十
四
幅
」
・
同
室
田
同
巻
「
米
元
章
多

景
棲
詩
一
首
」
・
同
書
巻
四
「
宋
徽
京
雲
江
婦
梓
園
紺
書
-
一
巻
」
o

(
以
山
)
以
上
順
に
、
歪
自
主
旦
記
』
を
一
一
一
「
察
沖
衛
山
帖
」
・
同
書
同
省
「
越

仲
穆
淵
明
園
小
紙
章
一
一
帽
」
・
同
書
同
巻
「
越
千
里
明
皇
幸
萄
園
大

絹
重
一
幅
」
。
『
議
書
紀
事
詩
』
径
二
所
引
彰
元
瑞
『
知
聖
道
粛
讃
圭
目

抜
』
に
よ
れ
ば
、
唐
宇
昭
の
娘
は
季
肉
是
の
二
一
男
、
季
振
宜
(
治

葦
)
に
嫁
い
で
い
る
。
季
氏
所
裁
の
、
前
掲
註
(
沼
)
の
陳
東
『
霊

十

「
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忠
録
」
正
徳
刊
本
に
は
、
唐
順
之
の
朱
筆
が
入
っ
て
お
り
、
『
刑
川

先
生
右
編
』
編
纂
時
の
底
本
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、

十

陳
纏
儒
『
陳
眉
公
先
生
全
集
』
径
二
七
「
ぃ
汁
然
明
随
喜
蓄
」
に
は
、

正
然
明
が
賛
を
蓋
く
し
て
這
管
し
た
庭
園
の
様
子
が
詠
わ
れ
る
。
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JIANG SHAOSHU AND WANG YUESHI: THE ACTIVITIES OF THE

MERCHANTS OF HUIZHOU AND THE ART MARKET OF

THE LATE MING AND EARLY QING

AS SEEN IN YUNSHIZHAI BITAN

INOUE Mitsuyuki

In the Early Qing period, works of art and antiques assembled by the

collectors of the Jiangnan were relinquished by their owners and dispersed in great

numbers. Those who sustained this were professional art dealers who were

thoroughly versed in the trends in the art market. They were deeply involved in

the formation of the collections of art collectors. The reason that these merchants

could respond so swiftly in a period of turmoil during the transition from one

dynasty to another was that commercialization of art and antiques had already

developed by the end of the Ming, and subsequently the art market particularly in

Jiangnan was a mature one.

In this article, I deal chiefly with two contrasting individuals, Jiang Shaoshu

~*B_ and Wang Yueshi J::~E. I examine the various issues accompanying the

development of the "commercialization" of arts and antiques in late-Ming, early­

Qing period, such as the problems concerning the authenticity of the works for

which there was a great demand, and the dynamism of commerce, its diversity

and distribution on the part of the merchants.

Jiang Shaoshu, who is famed as connoisseur of art and antiques, has left

valuable testimony regarding the art and antique boom at the close of Ming and

beginning of the Qing periods in a record of his personal experiences. These are

contained in his work entitled Yunshizhai bitan if~E~_~~ and the Dingyaodingji
5E~~13H~c. therein details the complete dispute over the authenticity of a white

porcelain Dingyao ding (a Ding ware tripod vessel) and the fate of the people

involved with it are vividly depicted.

The protagonist of the Dingyaodingji was Wang Yueshi, a dealer in arts and

antiques from Huizhou. He crisscrossed Jiangnan dealing in arts and antiques for

more than twenty years, beginning at the close of the Wanli era. Due to his

wealth of experience as a connoisseur, he equipped himself with an ability to

appraise objects second to none in the literati elite of the age. Armed with this

ability and his talent as a merchant, he was able to deal on equal terms with famed

- 43-
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collectors and form a collection that rivaled their own. Behind this success was the

solidarity of his family who operated in the same business, a surplus of funds, and

the existence of widely exercised capacity for action and a network of information.

On the other hand, for Jiang Shaoshu and other literati, it was necessary to

have the opportunity to appreciate a great number of antiques and works of art in

order to attain fame and acuity as elite connoisseurs. Moreover, in regard to the

enormous number of works of art circulating in the art market, grasping the latest

information on trends at the earliest possible moment, and becoming well versed

in the prices of works were important preconditions. To this end, the merchants

who played the role of go-betweens, introducing their many objects and much

information to collectors in each locality, were indispensable to the literati.

Additionally, from the merchants' point of view, receiving the assurance of value

of works of art from the literati was of course of great benefit in doing business.

Jiang Shaoshu maintained the pose of disdaining the commercialization of the

fancy for the accoutrements of the studies of the literati as a step down the road

to decadence and the philistines who frenzied after them, but literati and the

merchants of arts and antiques had a mutually dependent, symbiotic relationship.

In order to spend their lives indulging their tastes, the elite literati required the

merchants of Huizhou as indispensable partners, and Wang Yueshi was the

consummate example of such a person.

A RECONSIDERATION OF CHINESE, JAPANESE AND RYUKYUAN

RELATIONS IN THE XIANFENG-TONGZHI (MEIJI

RESTORATION) PERIOD: THE PROBLEM OF

THE INVESTITURE OF SHOH TAl AND

ITS BACKGROUND

NISHIZATO Kika

The turbulent period of the Xianfeng-Tongzhi eras of the Qing dynasty and of

the Meiji Restoration in Japan had a profound impact on the Ryukyu kingdom as

well, inducing simultaneously many problems that troubled relations between the

Ryukyu kingdom and both China and Japan. In this study, I first focus on the

problems regarding of dispatching of Ryukyuan embassies to Beijing and Edo and

secondly on the investiture of Shoh Tai f5j~ by the Qing and Meiji emperors and

the many problems associated with it. I consider the reality of the unprecedented
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